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林
業
に
関
す
る
総
合
説
明
会
・
相
談
窓
口
と
な
る
「
森も

り林
の
仕
事
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
が
、
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。

「
林
業
っ
て
ど
ん
な
仕
事
？
」
と
興
味
を
持
ち
始
め
た
人
か
ら
「
早
く
就
業
し
た
い
！
」
と
い
う
意
欲
の
強
い
人
ま
で
、
林

業
に
関
心
を
持
つ
全
て
の
人
が
対
象
だ
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
林
業
に
就
い
た
人
も
多
い
の
で
、
興
味
を
持
っ
た
な
ら
ま

ず
は
会
場
を
訪
れ
て
み
よ
う
。

林
業
に
就
き
た
い
全
て
の
人
へ

総
合
的
な
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
毎
年
開
催
！

林業に就きたい人の総合相談

森
も り

林の仕事
ガイダンス
「林業に興味がある」「森林で働きたい」

そんな希望を持つ全ての人を応援する「森林の仕事ガイダンス」が毎年開催されている。
林業の仕事を知りたい、相談をしたいという人はぜひ参加しよう！

「森林の仕事ガイダンス」は、就業斡旋のためのガイダンスではありません。

事前予約制！

　様々なブースがある中で、各地域の林業の特色や求人についての情報提供に特に力を入れているのがこのブー
ス。昨年の東京ガイダンスでは、計34都道府県のブースが設置され、来場者からの相談に熱心に応じていた。移
住に関する相談にも応じてくれるので、就業にグッと近づくことができる。

◎都道府県相談ブース

※新型コロナウイルス対策について感染防止に向けた最大限の取り組みを実施。

◎森林の仕事ガイダンス（全国版）開催日程
　全国版のガイダンスでは一度にたくさんの都道府県を知ることができるのがメリット。

「緑の雇用」総合ウェブサイト「RINGYOU.NET」の特設サイトから
事前予約をしよう！（８月下旬頃公開予定）
※事前申込期間があるので注意。
特設サイトは公開と同時に「RINGYOU.NET」にてお知らせいたします。

「森林の仕事ガイダンス」に参加してみよう！

※新型コロナウイルスの感染拡大の状況により変更・中止となる可能性あり。その場合は「RINGYOU.NET」サイト上にて知らされる。

参加には事前予約が必要です！

名古屋
2021年９月18日（土）

JPタワー名古屋
＜Ｊ　Ｒ＞ 名古屋駅より徒歩約１分
＜地下鉄＞ 名古屋駅より徒歩約１分

福　岡
2021年10月２日（土）

JR九州ホール
＜Ｊ　Ｒ＞ 博多駅直結

大　阪
2021年10月９日（土）

OMM
＜京　阪＞ 天満橋駅（東口から地下連絡）
＜地下鉄＞ 天満橋駅（北改札口から地下連絡）

東　京
2021年11月13日（土）
東京国際フォーラム

＜Ｊ　Ｒ＞ 有楽町駅より徒歩約１分
東京駅より徒歩約５分

緑の雇用 検索

就職氷河期世代の方も
お待ちしてます！
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林
業
就
業
希
望
者

就
職
活
動
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

林
業
労
働
力
確
保
支
援
セ
ン
タ
ー

森
林
組
合
、林
業
会
社
な
ど
に
就
業

「
緑
の
雇
用
」事
業

林
業
の
技
術・技
能
を
習
得
す
る
た
め
の

実
務
を
就
業
先
で
研
修

「
緑
の
雇
用
」新
規
就
業
者
育
成
推
進
事
業（
林
野
庁
）

森
林
の
仕
事
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
参
加

林
業
に
関
す
る
情
報
収
集
と
、

研
修
、就
業
へ
の
相
談
を
す
る

地
域
に
定
着
し
て
林
業
に
従
事

林
業
へ
就
業
す
る
ま
で
の
道
の
り

も
　

  

り

各都道府県の
林業労働力確保支援センター

などが実施する
林業就業の基礎知識・実地講習

林業体験・林業講習会

林業に関するボランティア・
アルバイト経験

　森林の仕事ガイダンスは、林業を知りたい・就きたい人のための道府県ごとの説明会。会場には林業労働力確保支援センター
などが相談ブースを設ける。

●2021年８月～2022年2月　森林の仕事ガイダンス（エリア版）
都道府県 開催日（予定） 開催場所（予定） 都道府県 開催日（予定） 開催場所（予定）
北海道 2021年10月 2 日 北海道自治労会館 滋賀県

2021年10月23日 梅田センタービル
岩手県 2021年11月下旬 ジョブカフェいわて 京都府
山形県 2022年 1 月20日 山形ビッグウィング交流サロン 大阪府
茨城県 2021年11月23日 レイクビュー水戸 兵庫県
栃木県 2021年11月27日 護国会館 和歌山県
群馬県 2021年12月 ４日 ホテルラシーネ新前橋 奈良県 2021年11月20日 奈良市ならまちセンター
新潟県 2022年 1 月16日 新潟日報メディアシップ日報ホール 鳥取県 2021年12月 4 日 ホテルモナーク鳥取
福井県 2022年 1 月29日 福井新聞社ホール 島根県 2022年 2 月 6 日 ニューウェルシティー出雲
山梨県 2021年11月27日 山梨県JA会館 愛媛県 2021年 9 月11日 テクノプラザ愛媛

長野県 ①2021年 9 月
② 2022年 2 月

①佐久市�
②長野市

高知県 2021年11月20日 高知市ちより街テラス

福岡県 2022年 2 月 6 日 天神ビル
※佐賀、長崎、大分、宮崎県参加予定

静岡県 2021年11月27日 三島市商工会議所 長崎県 ①2021年 9 月�
② 2022年 1 月

諫早市、佐世保市�
福岡市岐阜県

2021年10月16日 名古屋国際センター愛知県 熊本県 2021年 8 月 8 日 グランメッセ熊本
三重県 大分県 2021年12月 4 日 Ｊ：ＣＯＭホルトホール大分

2021年５月末現在

◎森林の仕事ガイダンス（エリア版）開催日程

　各都道府県の林業労働力確保支援センター等では、随時、林業就業希望者からの相談を受け付けている。地域林業の状況をよく把握しているので、気
軽に相談してみよう（相談窓口一覧は24頁を参照。）
　オンライン相談もあるので、詳しくは「RINGYOU.NET」も見てみよう。

◎林業労働力確保支援センター等

⑦造材⑦造材
伐倒木の枝を払伐倒木の枝を払
い、玉切りします。い、玉切りします。

②下刈り②下刈り
苗木の生育を妨げないよう、周りの苗木の生育を妨げないよう、周りの
雑草木を刈り取ります。雑草木を刈り取ります。

⑥主伐⑥主伐
木材として利用するた木材として利用するた
めに、木を伐り倒します。めに、木を伐り倒します。

①植え付け①植え付け
地ごしらえした林地に、新しい苗を植地ごしらえした林地に、新しい苗を植
えます。えます。 ③除伐③除伐

植えた木の生育を妨げる雑木植えた木の生育を妨げる雑木
や、曲がったり、生長の悪い木や、曲がったり、生長の悪い木
を除去します。を除去します。

④枝打ち④枝打ち
節のない上質な木を節のない上質な木を
育てるために、下枝育てるために、下枝
を切り落とします。を切り落とします。

⑧集材・搬出⑧集材・搬出
造材した丸太を、林道端に運造材した丸太を、林道端に運
びます。びます。 ⑤間伐⑤間伐

健全な森林に導くた健全な森林に導くた
めに、混み合った木めに、混み合った木
を間引きします。を間引きします。

森林作業のサイクル 優良な木を育てて出荷するのが林業という仕事。その内容は、このサイクルに示したことがメインとなる。
他にも林道の整備や倒木の処理なども森林作業に含まれる。

※�開催に関する詳細は「緑の雇用」事業HP「RINGYOU.NET」で随時更新しておりますので、こちらをご確認ください。
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「
緑
の
雇
用
」
新
規
就
業
者
育
成
推
進
事
業
、

通
称
「
緑
の
雇
用
」
と
は
、
林
業
経
営
体
を
通

じ
て
林
業
に
就
い
た
人
を
支
援
す
る
国
の
制
度

の
こ
と
。
森
林
組
合
や
林
業
会
社
な
ど
の
林
業

経
営
体
が
新
規
就
業
者
に
研
修
を
行
う
際
、
経

営
体
に
対
し
て
国
か
ら
補
助
が
出
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
る
。

「
緑
の
雇
用
」
で
は
、ま
ず
は
林
業
作
業
士
（
フ

ォ
レ
ス
ト
ワ
ー
カ
ー
）
F
W
研
修
生
と
し
て
、

就
業
し
た
林
業
経
営
体
で
実
地
研
修
（
O
J
T

研
修
）
を
受
け
る
。
ま
た
、
実
地
研
修
と
並
行

し
て
同
じ
地
域
の
「
緑
の
研
修
生
」
が
集
ま
る

集
合
研
修
に
も
参
加
し
、
様
々
な
林
業
機
械
の

取
り
扱
い
や
安
全
に
関
す
る
こ
と
を
学
ん
で
い

く
。
1
年
目
、
2
年
目
、
3
年
目
と
プ
ロ
グ
ラ

ム
内
容
が
変
わ
っ
て
い
き
、
年
次
に
応
じ
て
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
き
る
。
ま
た
、
5
年
以
上
、
10

年
以
上
の
リ
ー
ダ
ー
向
け
の
研
修
も
用
意
さ
れ

て
い
る
な
ど
、
就
業
者
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
支

援
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

就業後に技術を磨く「緑の雇用」

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て

社
会
に
貢
献
！

就
業
後
の
段
階
的
な
育
成
支
援

「
緑
の
雇
用
」
で
確
実
な
技
術
を

現
場
の
声

千
葉
県
森
林
組

合
に
所
属
し
、日
々

林
業
に
邁
進
す
る

中
井
さ
ん
。
前
職

は
ア
パ
レ
ル
関
係

の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
た
が
、「
ど
う
し

て
も
田
舎
暮
ら
し
を
し
て
み
た
い
！
」
と

い
う
思
い
か
ら
転
職
を
決
意
し
た
。
今
で

は
、
目
の
前
に
は
田
園
風
景
が
広
が
る
理

想
的
な
生
活
を
手
に
入
れ
、
充
実
し
た
毎

日
を
過
ご
し
て
い
る
。

林
業
に
つ
い
て
中
井
さ
ん
は
、「
世
の

た
め
人
の
た
め
に
働
け
る
こ
と
が
魅
力
の

一
つ
で
す
。
例
え
ば
、
千
葉
県
で
は
近
年

台
風
に
よ
る
風
倒
木
被
害
が
相
次
ぎ
、
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
が
止
ま
る
な
ど
危
機
的
な
状

況
に
直
面
し
た
の
で
す
が
、
そ
う
し
た
有

事
の
際
の
対
応
も
行
っ
て
い
ま
す
。
高
度

な
技
術
が
必
要
な
風
倒
木
の
伐
倒
は
親
方

が
行
い
、
そ
の
倒
し
た
木
を
私
が
枝
を
払

っ
て
一
定
の
長
さ
に
伐
り
揃
え
る
、
と
い

う
よ
う
に
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
活
か
し
て
地

域
の
み
な
さ
ん
に
貢
献
で
き
ま
し
た
」
と

語
っ
て
く
れ
た
。

ま
た
、
新
た
に
林
業
を
志
す
人
に
向
け

て
、「
林
業
は
体
力
勝
負
！
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
が
ど
う
し
て
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

特
に
女
性
の
場
合
、「
自
分
に
務
ま
る
の

か
な
」
と
い
う
不
安
に
駆
ら
れ
る
人
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
力
仕
事
以

外
に
も
活
躍
で
き
る
場
面
は
多
い
の
で
、

第
一
印
象
だ
け
で
諦
め
て
し
ま
う
の
は
も

っ
た
い
な
い
で
す
よ
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を

送
っ
て
く
れ
た
。

●「緑の雇用」事業の体系
研修の種類 集合研修 実地（OJT）研修

トライアル雇用：�林業就業希望者が、仕事や職場に合っているか試す短期間の就業。
（本格就業前）

本格採用前 実施しません 約３ヵ月

林業作業士（フォレストワーカー）FW研修
　新しく林業の仕事を始めた方対象。OJT研修や、集合研修を通じて、基本姿勢や基礎
力を習得し、一人前の現場技能者になる能力を身につけます。

FW
１年目

28日程度の
座学と実習

林業作業の基本
【研修中に取得する安全講習等】
・刈払機取扱作業者
・�伐木等の業務（チェーンソー作業）
・玉掛け技能講習　など

８ヵ月

FW
２年目

29日程度の
座学と実習

１年目で学んだ内容の確認・応用
【研修中に取得する安全講習等】
・不整地運搬車運転技能講習
・�荷役運搬機械によるはい作業従事者
・機械集材装置の運転業務　など

８ヵ月

FW
３年目

21日程度の
座学と実習

基礎力の向上・
大型機械を使用した林業作業
【研修中に取得する安全講習等】
・簡易架線集材装置の運転業務
・伐木等機械の運転業務

８ヵ月

現場管理責任者（フォレストリーダー）FＬ研修
　作業班長候補者など経験を積み職務力がついてきた方対象。判断力・指導力向上、現
場作業管理などを学び、現場での管理・責任を担える能力を身につけます。

就業
５年以上

16日程度の
座学と実習

【研修中に取得する安全講習等】
・造林作業の作業指揮者
・はい作業主任者
・地山掘削及び土止め支保工作業主任者

実施しません

統括現場管理責任者（フォレストマネージャー）FＭ研修
　複数班の統括など現場全体の管理責任能力を身につけたい方対象。コミュニケーショ
ン能力向上、林業の社会的使命、企画・営業・販売などを学び、林業現場の統括管理責
任を担える能力を身につけます。

就業
10年以上

10日程度の
座学と実習

【研修中に取得する安全講習等】
・安全衛生推進者養成講習 実施しません

「緑の雇用」総合ウェブサイト
RINGYOU.NET

　「緑の雇用」事業の詳しい説明は
ホームページに掲載中。林業に関
する様々な情報、各都道府県の相
談窓口や、オンライン相談も紹介
している。

緑の雇用 検索
詳しくはホームページで！

千葉県森林組合
中井さん
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 ２泊３日で秋田の農業にふれてみよう♪ ２泊３日で秋田の農業にふれてみよう♪総合体験型農業インターンシップ  参加者募集中
開 催 日  令和３年９月３日（金）～９月５日（日）
募集期間　令和３年６月 18 日（金）～８月 13 日（金）

参加無料
※昼食代と居住地から集
合場所、解散場所から居
住地までの交通費は参加
者負担です

集合： 大館能代空港ロビー（10：45）または鷹巣駅（11：30）
⇒オリエンテーション、昼食（北秋田市） ⇒農業体験と

移住就農者との交流（大館市） ⇒宿泊（大館市内のホテル）
9：00 出発 ⇒視察研修と移住就農者との交流（鹿角市）

⇒昼食（道の駅あんとらあ） ⇒農業体験と移住就農者
との交流（鹿角市）⇒田舎暮らしのサポーターとの交流 ⇒
宿泊（大館市内のホテル）
解散： ⇒大館駅（8：00）または ⇒大館能代空港（10：00）

・参加期間中は毎日の検温とマスクの持参・着用をお願いします
・参加２週間前からの検温、体調確認等の新型コロナ対策にご協力をお願いします
・�新型コロナの感染状況等によって予定や応募資格（在住地域）の変更をすること
があります

１日目

２日目

３日目

参加申込
メールまたは郵送でお願いします
申込用紙等は秋田県農業公社HPからダウンロードできます

問合せ先
公益社団法人　秋田県農業公社  農業振興部
〒010-0951�����秋田市山王四丁目１番２号

018-893-6212      
�ak-apurt@ak-agri.or.jp

移住就農者、
田舎暮らしの

サポーターとの交流

定員10名 応募資格 ���秋田県への移住就農に興味がある方 プチ農業体験

県内各地の農業法人
でじっくり農業体験
をしたい方はこちら

農業研修生・受入経営体
徳島県では、本県で新たに農業を始めたい方が、円滑に就農出来るよう、県内の農業法人等が研修生として雇用し、
実践的な技術を習得していただくための研修制度「とくしま就農スタート研修事業」の参加者を募集しています。求

む 農
業
を
始
め
た
い
！

とくしま就農スタート

お問い合わせはお気軽にどうぞ

一般社団法人 徳島県農業会議 徳島市北佐古一番町５番１２号 徳島県ＪＡ会館８階

http://www.tokukaigi.or.jp/TEL.088-678-5611  FAX.088-678-5664　E-mail:home@tokukaigi.or.jp

一般社団法人 徳島県農業会議 徳島市北佐古一番町５番１２号 徳島県ＪＡ会館８階

http://www.tokukaigi.or.jp/TEL.088-678-5611  FAX.088-678-5664　E-mail:home@tokukaigi.or.jp

【 募 集 期 間 】

【 研 修 期 間 】

（第1次募集）2021年5月6日～2021年6月18日
（第2次募集）2021年7月20日～2021年8月20日
2021年7月1日から2022年2月28日までのうち最長４か月

農業研修生の募集 （詳細な要件、申込書は下記、ホームページに掲載）
【 主 な 応 募 資 格 】

【 研修のメリット】
【 募 集 人 数 】

●徳島県で就農する強い意欲をお持ちの方※県外からの移住者を優先的に事業に採択します。
●５５歳未満であること　●普通運転免許証を有する者
●農業技術、経営ノウハウの習得
●40名程度

【 主 な 応 募 資 格 】

【 研 修 経 費 助 成 】

●新規就農者を育成する意思と能力を備えていること
●研修生を雇用し、賃金を支払うこと　●期間の定めのある雇用契約を締結すること
●おおむね年間を通じて、月間１４０時間以上の労働時間を確保すること
●労働保険に加入すること
●研修費 ：上限月額97,000円　●指導者研修費：上限36,000円

受入経営体の募集 （詳細な要件、申込書は下記、ホームページに掲載）

とくしま就農スタート研修

※募集人員に達した場合は、応募を締め切ります。　※募集人員に達しなかった場合は、募集期間終了後も随時募集します。
※新型コロナウイルス感染症の影響により研修を早期に開始する必要がある方は、研修期間の始期を2021年6月1日とすることができます。
 
 



個性豊かな若手農家が
　農業の魅力を発信中！

地域・品目問わず、営農のコツや地域活動、
生産の様子を動画で紹介しています。
あなたも「農Tuber」と一緒に農業の世界を体験してみませんか？

　
「
ア
グ
リ
ン
ch
」
は
Ｊ
Ａ
全
中
が
平
成
31

年
に
動
画
配
信
サ
ー
ビ
ス
「
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
」
上
に
開
設
し
た
農
業
専
門
の
動
画
ア
カ

ウ
ン
ト
。
２
０
２
１
年
６
月
時
点
の
動
画
投

稿
数
は
１
２
０
を
超
え
、
総
再
生
回
数
は

２
６
０
万
回
以
上
の
人
気
チ
ャ
ン
ネ
ル
だ
。

　

ア
グ
リ
ン
ch
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
ネ
ッ
ト
の

利
点
・
特
徴
を
生
か
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
時
代
の
新

コ
ン
テ
ン
ツ
の
作
成
」
や
「
若
年
層
向
け
の

ア
プ
ロ
ー
チ
強
化
」
な
ど
。
小
難
し
い
話
は

抜
き
に
し
て
、
手
軽
に
楽
し
く
農
業
の
現
場

を
伝
え
ら
れ
る
よ
う
、
特
に
力
を
入
れ
て
い

る
の
が
「
農
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
（
農
業
に
関
し
て
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
上
で
情
報
発
信
を
す
る
人
）」
の

動
画
配
信
だ
。

　

ア
グ
リ
ン
ch
で
は
、
Ｊ
Ａ
全
青
協
と
連
携

し
、
全
国
６
地
域
か
ら
１
名
ず
つ
ユ
ニ
ー
ク

な
若
手
農
業
者
を
選
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

営
農
活
動
や
地
域
活
動
に
つ
い
て
、
臨
場

感
あ
ふ
れ
る
リ
ア
ル
な
内
容
を
配
信
し

て
い
る
。
活
躍
す
る
農
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
の
経

歴
は
多
種
多
様
。
全
く
の
異
業
種
か

ら
参
入
し
、
一
か
ら
奮
闘
す
る
様
子

も
取
り
上
げ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
か

ら
新
規
就
農
を
考
え
て
い
る
人
に

と
っ
て
も
多
く
の
学
び
が
あ
る
は

ず
だ
。

密
着
期
間
は
約
一
年
間
。
２
０
２
１

年
６
月
時
点
で
は
、
第
２
代
農
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
の

６
名
が
活
躍
し
て
い
る
。
扱
う
品
目
は
水
稲
、

野
菜
、
果
樹
、
畜
産
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て

い
る
の
で
、
興
味
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
観
て
み

る
の
が
お
勧
め
だ
。
も
ち
ろ
ん
初
代
農
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
ｒ
の
動
画
も
視
聴
可
能
な
の
で
、
過
去
の

配
信
も
参
考
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

ア
グ
リ
ン
ch
は
、
今
後
も
若
年
層
に
影
響

力
の
あ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
を
積
極
的
に
登

用
し
て
い
く
予
定
。
動
画
一
本
あ
た
り
の
時

間
は
10
分
程
度
と
ス
キ
マ
時
間
で
視
聴
で
き

る
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
是
非
ご
覧
い
た

だ
き
た
い
。

こんな動画が配信されています！

JAグループ

　元数学教師農Tuberの里路さ
んを頼りに研修生として新規就
農した若夫婦。さまざまな野菜
の営農手法を日々勉強中だ。今
回紹介されている作物はニンジ
ンとジャガイモ。ニンジンは収
穫、洗い、選別、出荷までの一
連の流れとコツを解説するほか、
ジャガイモは植え付けの様子を撮影している。
　そんな夫婦二人に向けて師匠である里路さんからアドバイス。当面の課題は
資金繰りだ。現状、機材等はレンタルで費用を抑えつつ、収益アップを目指す。
二年目に挑戦する作物はスイートコーン。まだまだ挑戦は始まったばかりだ。

農 Tuber が応援！若夫婦農業一年目の記録
　長野県オリジナル品種「シナ
ノパール」の栽培に情熱をささ
げる農Tuberの三井さん。プラ
ムは寒さに弱く、マイナス２度
くらいからうまく結実できなく
なる。そのため、夜間の冷え込
み対策は重要だ。この動画で紹
介されているのは、「燃焼法」と

いう手法。あらかじめペール缶にキッチンペーパーと灯油を入れておき、
点火していくことで凍霜害に備える。
　このほかにも、受粉や剪定、摘果などの農作業の様子を紹介しており、
プラム生育のヒントが盛りだくさん。収穫は９月下旬の予定だ。

長野特産プラム！
『絶品シナノパール』生育ドキュメント！

アグリンch×JA YOUTH 農Tuber

農
業
の
魅
力
を
伝
え
る
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ
が
登
場
！　

「
ア
グ
リ
ン
ch
」
×
「
農
Ｔｕ
ｂｅｒ
」
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絶賛活躍中！！
 第２代農Tuberのご紹介

Facebook でも情報発信中！ 
アグリン ch では伝えきれなかった農 Tuber たちのひと時
や、動画配信情報を Facebook で随時発信しています。

https://www.facebook.com/ja.youth.agrin/

アグリン ch のご視聴はこちらから
農 Tuber たちの取り組みを「アグリン ch」で公開してい
ます！毎週日曜日 18:00 に追加配信中。

https://www.youtube.com/channel/UCYbhs_fIsoUUCy-NBtagzoQ

北の国の期待の星
イケメン農家
西村 望

出身地 北海道中富良野町
所 属 JAふらの
品 目  水稲、スイカ、メロン、馬鈴しょ、

てん菜、小麦

純農boy 北海道オーディションでグ

ランプリ受賞、ボルダリングの全日

本大学選手権優勝などの実績を持

つ。主品目は水稲とスイカ。先進的

な技術を積極的に導入中。 

三井農園３代目！
若き農武者の挑戦

三井 透
出身地 長野県中野市

所 属 JA中野市
品 目 プラム、桃、リンゴ

竹林を育む知恵と技！
たけのこ名人
山下 冷治

出身地 石川県金沢市
所 属 JA金沢市
品 目  たけのこ、水稲、ナス

離農者の農地（竹林、田畑）を引き受けて耕作している。地元の「内川たけのこ祭り」では大量のたけのこを販売。毎年25トン程度のたけのこを東京や大阪に出荷。

前職は数学教師！
農業への燃える思い

里路 久光
出身地 滋賀県東近江市

所 属 JAグリーン近江
品 目  水稲、ブロッコリー、スイートコー

ン、ニンジン、キャベツ、イチゴ

自身の経営農地を新規就農希望者に

分配するなど、独立就農支援に取り

組むほか、研修生の受け入れも実施。

農福連携にも力を入れる。 

元ホスト農Tuber ！
和牛を支える人工授精師
藤山 粋

出身地 鹿児島県霧島市
所 属 JAあいら
本 牧 繁殖牛

約９年間、歌舞伎町でホストを経験。

家畜人工授精師として、年間1,000

頭の受精実績を持つ。地域のコミュ

ニティ FMでパーソナリティを務め

るなど様々な活動に参加中。 

農業にあこがれ新規就農
元Jリーガー

岡崎 和也
出身地 広島県広島市

所 属 JA安芸
品 目  小松菜、水菜、シロナ、葉ダイコン、

ミニチンゲンサイ、ルッコラ

選手時代にイタリア料理店に並ぶきれいな野菜をみて感嘆。幼少期には実家の田植えや穂刈りなどを経験した。現在は葉物の施設園芸を中心に経営。 

昨年度までJA 長野県青年部協議会会長を務めた。前職は東京のアパレル会社で６年間勤務する。東日本大震災をきっかけに働くことの意義を熟慮した末に就農を決意。 
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べ
ッ
ド
か
ら
起
き
上
が
る
。
肩
、
肘
、

背
中
、
腰
、
あ
ち
こ
ち
痛
い
。
雨

戸
を
開
け
る
。
燦
々
と
光
が
注
ぐ
。
風
も

カ
ラ
っ
と
乾
い
て
い
る
。
よ
っ
し
、
行
こ

う
か
。
体
は
重
い
。
で
も
、
さ
あ
行
け
と

背
中
を
押
す
の
は
い
つ
も
朝
の
光
と
風
で

あ
る
。

　
全
身
が
ガ
タ
ピ
シ
す
る
。理
由
は
明
確
。

動
力
な
し
。
全
て
人
力
。
鍬
や
ス
コ
ッ
プ

を
使
う
作
業
は
日
々
九
時
間
。
今
年
は
そ

れ
に
更
な
る
事
情
が
絡
む
。
ト
マ
ト
、
ナ

ス
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ピ
ー
マ
ン
…
毎
年
大

き
な
面
積
を
占
め
る
ナ
ス
科
。
連
作
を
避

け
る
た
め
に
処
女
地
が
欲
し
い
。
竹
藪
を

開
墾
す
る
こ
と
に
し
た
。相
手
は
孟
宗
竹
。

ス
コ
ッ
プ
と
ノ
コ
ギ
リ
と
、
十
キ
ロ
近
く

あ
る
鉄
斧
で
の
作
業
は
体
に
こ
た
え
た
。

半
月
後
、
そ
こ
に
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
を
建

て
た
。

　
起
き
た
ら
す
ぐ
ラ
ン
ニ
ン
グ
か
自
転

車
。
起
床
時
の
重
た
い
感
覚
が
そ
れ
で
少

し
ず
つ
和
ら
ぐ
こ
と
を
経
験
か
ら
知
っ
て

い
る
。
で
も
、
し
か
し
…
走
り
な
が
ら
思

う
。
日
々
訪
れ
る
疲
労
感
の
「
深
度
」
が

若
い
頃
と
は
違
う
ん
だ
な
。
更
に
思
い
至

る
。
畑
や
庭
を
歩
い
て
い
て
、
物
が
足
に

絡
む
、
引
っ
か
か
る
。
自
分
の
意
識
ほ
ど

に
足
が
上
が
っ
て
い
な
い
。そ
こ
で
定
義
。

老
い
と
は
自
分
の
願
う
ほ
ど
に
は
足
が
上

が
ら
な
く
な
る
こ
と
…
。こ

の
原
稿
を
書
い

て
い
る
の
は
五

月
も
残
り
少
な
く
な
っ

た
頃
。
メ
デ
ィ
ア
は
依

然
と
し
て
コ
ロ
ナ
禍
を

伝
え
て
い
る
。
生
病
老

死
。
病
と
死
が
い
き
な

り
身
近
に
な
っ
た
こ
の

二
年
間
。
し
か
し
心
の

輝
き
は
失
い
た
く
な

い
。
一
日
の
最
初
の
輝

き
は
朝
食
。
前
回
書
い

た
「
屋
上
庭
園
」
で
珈

琲
を
飲
む
。
ア
ベ
マ
リ

ア
を
聴
き
な
が
ら
。
独

唱
、
合
唱
、
ピ
ア
ノ
独

奏
、
協
奏
曲
。
十
以
上

の
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
パ
ソ

コ
ン
に
貯
め
て
あ
る
。

僕
に
は
宗
教
心
が
な
い
。
次
の
世
が
あ
る

と
も
思
わ
ず
神
仏
に
手
を
合
わ
せ
ぬ
ま
ま

こ
の
齢
ま
で
来
た
。
亡
き
人
の
こ
と
は
…

畑
仕
事
を
し
つ
つ
心
の
隅
で
偲
ぶ
。
そ
ん

な
男
が
シ
ュ
ー
ベ
ル
ト
や
カ
ッ
チ
ー
ニ
の

ア
ベ
マ
リ
ア
で
燃
え
る
。
こ
の
曲
へ
の
理

解
は
普
通
「
静
か
で
暗
い
」
だ
ろ
う
。
で

も
若
者
の
ロ
ッ
ク
ほ
ど
に
我
が
精
神
は
高

揚
す
る
。
今
日
も
バ
ン
バ
ン
働
こ
う
。
珈

琲
を
飲
み
干
す
。

　
畑
仕
事
の
合
間
、
台
風
で
壊
滅
し
た
茶

室
を
改
修
す
る
。
ベ
ッ
ド
を
作
り
、
蚊
帳

を
吊
る
。
エ
ア
コ
ン
な
し
の
熱
帯
夜
は
辛

い
。
吹
き
抜
け
の
庭
に
蚊
帳
な
ら
ば
よ
く

眠
れ
よ
う
。
そ
の
作
業
に
励
み
な
が
ら
、

こ
れ
も
ト
シ
取
っ
た
せ
い
な
の
か
と
考
え

る
。
幼
い
命
が
絶
た
れ
る
話
が
と
て
も
辛

い
の
だ
。
我
が
子
を
虐
待
の
末
に
死
な
せ

て
し
ま
っ
た
親
の
ニ
ュ
ー
ス
が
始
ま
る
と

す
ぐ
に
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
替
え
る
。

　
先
日
は
養
豚
場
の
火
事
で
子
豚
六
千
匹

が
焼
死
し
た
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
に

心
が
痛
ん
だ
。
熱

い
炎
の
中
で
も

だ
え
苦
し
む
子

豚
の
顔
が
浮
か

ん
だ
。
人
間
で
も

動
物
で
も
、
特
に

幼
い
命
が
死
ぬ

こ
と
に
今
の
僕

は
敏
感
に
反
応

す
る
。
若
い
時
代

…
こ
れ
は
な
か
っ

た
こ
と
。

今
年
の
梅
雨
入
り
は
い
つ
に
な
る

か
。
暑
さ
も
寒
さ
も
僕
は
平
気
。

唯
一
の
敵
は
梅
雨
。
雨
の
中
で
の
収
穫

荷
造
り
は
「
泥
だ
ら
け
の
人
生
だ
ぁ
♪
」。

戯
れ
歌
の
ひ
と
つ
も
歌
い
た
く
な
る
ほ

ど
厳
し
い
。
も
っ
て
、
こ
の
五
月
の
明

る
い
光
と
乾
い
た
風
の
喜
び
が
募
る
。

ア
ベ
マ
リ
ア
の
調
べ
は
ほ
の
暗
い
教
会

の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
に
重
な
る
。
し
か

し
五
月
の
薫
風
、
そ
よ
ぐ
青
葉
に
も
見

事
に
マ
ッ
チ
す
る
の
だ
。
そ
の
歌
声
が

僕
に
告
げ
て
い
る
。「
今
と
い
う
時
間
を

懸
命
に
生
き
よ
」
と
。
あ
と
十
年
生
き

た
い
。
我
が
人
生
に
や
り
残
し
の
未
練

事
が
あ
る
の
か
。
そ
う
で
は
な
い
。
燦
々

た
る
光
、
乾
い
た
風
、
そ
こ
に
咲
く
薔

薇
の
花
、
心
地
良
さ
げ
に
林
か
ら
響
き

渡
る
コ
ジ
ュ
ケ
イ
や
ウ
グ
イ
ス
の
声
。

も
っ
と
タ
ッ
プ
リ
、
深
く
、
そ
れ
ら
を

味
わ
う
た
め
、
長
生
き
し
た
い
。

【なかむら ・ けんじ】昭和22年山口県生まれ。33歳で築50年の農家跡に移住。現在は千葉県八街市在住。
典型的な多品種少量栽培を実践。チャボを庭に放任飼育する。ブログ「食うため
に生きる─脱サラ百姓日記」 http://ameblo.jp/inakagurasi31nen

第三十七回

生きる
中村　顕治
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　「今の生活を変えたい！」そう思いながらもあと一歩踏みだせない人
もいるのではないだろうか。そんな人は、一人で思い悩まず、頼れる
支援者を探してみるのが効果的だ。きっと経験豊かな先輩たちがあな
たの背中を押してくれるはず。
　今回は、移住を実現した農林漁業に従事する３名の声を取り上げる
とともに、それぞれをフォローする人たちにもスポットをあてたインタ
ビューを行った。移住希望者は是非参考にしてほしい。

特 集
feature

『支援』『支援』がが
   　あるから   　あるから安心。安心。
移住成功移住成功のの秘訣秘訣



自
然
に
囲
ま
れ
た
生
活
を
夢
見
て

自
然
に
囲
ま
れ
た
生
活
を
夢
見
て

新
天
地
で
雇
用
就
農

新
天
地
で
雇
用
就
農【

く
ろ
は 

み
か
】　
東
京
都
出
身
。
都
内
で
接
客
や
営
業
の
仕
事
を

経
験
し
た
後
、
農
業
で
だ
れ
か
の
生
活
を
支
え
た
い
と
感
じ
、
㈱

グ
リ
ー
ネ
ス
ト
フ
ァ
ー
ム
の
門
戸
を
叩
く
。

埼
玉
県
深
谷
市  

黒
羽 

美
香
さ
ん
（
33
歳
）

農
業
歴
：
4
年

『
支
援
』が
あ
る
か
ら
安
心
。
移
住
成
功
の
秘
訣

『
支
援
』が
あ
る
か
ら
安
心
。
移
住
成
功
の
秘
訣

特 集
feature
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会
社
や
同
僚
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が
あ
る

か
ら
安
心
し
て
農
業
に
打
ち
込
め
る

　

都
内
の
農
業
高
校
を
卒
業
し
た
後
、
い
く
つ
か

の
仕
事
を
経
験
し
て
き
た
黒
羽
さ
ん
。
も
と
も
と

美
味
し
い
も
の
や
健
康
的
な
も
の
に
興
味
を
持
っ

て
お
り
、
農
産
物
を
作
る
こ
と
で
だ
れ
か
の
生
活

を
支
え
た
い
と
感
じ
た
こ
と
が
農
業
の
道
を
踏
み

出
し
た
き
っ
か
け
だ
。
そ
ん
な
黒
羽
さ
ん
が
本
格

的
に
転
職
活
動
を
開
始
し
た
の
は
29
歳
の
時
だ
っ

た
。

　

活
用
し
た
の
は
、
農
業
専
門
の
求
人
サ
イ
ト
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
さ
え
あ
れ
ば
、だ
れ
で
も
、

ど
こ
か
ら
で
も
ア
ク
セ
ス
可
能
で
、
求
人
数
も
豊

富
だ
。
検
索
を
進
め
る
う
ち
に
見
つ
け
た
の
が
、

㈱
グ
リ
ー
ネ
ス
ト
フ
ァ
ー
ム
の
求
人
だ
っ
た
。
さ

ま
ざ
ま
な
作
物
を
扱
い
、
若
い
従
業
員
も
多
く
、

会
社
の
雰
囲
気
も
自
分
に
合
っ
て
い
る
と
感
じ
て

応
募
し
た
。
そ
の
後
は
ト
ン
ト
ン
拍
子
で
話
が
進

み
、
面
接
を
無
事
突
破
し
た
黒
羽
さ
ん
は
深
谷
市

に
移
住
す
る
こ
と
を
決
意
。
今
で
は
地
域
を
支
え

る
期
待
の
若
手
と
し
て
深
谷
市
の
農
業
を
盛
り
上

げ
て
い
る
。

　

黒
羽
さ
ん
は
、
雇
用
就
農
で
な
け
れ
ば
移
住
は

成
功
し
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
て
い

る
。
農
業
未
経
験
者
の
独
立
就
農
の
壁
は
想
像
以

上
に
厚
い
。
資
金
の
準
備
、
農
地
の
確
保
、
地
域

住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
達
成
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
い
く
つ
も
あ
る
。
そ

れ
ら
を
ク
リ
ア
し
な
が
ら
、
農
業
の
経
験
を
積
む

こ
と
が
で
き
る
の
が
雇
用
就
農
だ
。
農
業
に
必
要

な
栽
培
の
知
識
や
、
道
具
の
扱
い
方
は
会
社
の
先

輩
た
ち
が
教
え
て
く
れ
る
。
安
定
し
た
給
料
や
、

決
ま
っ
た
休
日
も
あ
る
の
で
、
自
分
が
や
り
た
い

農
業
に
心
配
事
な
く
打
ち
込
む
こ
と
が
で
き
る
。

経
験
を
積
ん
で
い
く
こ
と
で
、
い
ず
れ
は
独
立
を

目
指
す
こ
と
も
可
能
だ
。

　

黒
羽
さ
ん
に
今
の
仕
事
に
つ
い
て
伺
う
と
、「
従

業
員
同
士
の
仲
が
良
く
、
い
つ
も
和
気
あ
い
あ
い

と
し
た
雰
囲
気
で
す
。
季
節
に
合
わ
せ
て
、
キ
ャ

ベ
ツ
、
ネ
ギ
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ナ
ス
、
チ
ン
ゲ

ン
サ
イ
な
ど
を
栽
培
し
て
お
り
、
み
ん
な
で
協
力

し
合
い
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
最
初
は
体
力

が
な
く
、
し
ん
ど
い
時
期
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

れ
を
乗
り
越
え
る
と
作
物
を
育
て
る
楽
し
さ
で
夢

中
に
な
れ
ま
す
ね
。自
然
が
相
手
の
仕
事
な
の
で
、
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雨
が
降
っ
た
り
風
が
強
い
日
に
は
大
変
で
す
が
、

そ
れ
以
上
に
や
り
が
い
に
満
ち
た
仕
事
で
す
よ
」

と
語
っ
て
く
れ
た
。

　

今
後
の
目
標
は
「
グ
リ
ー
ネ
ス
ト
フ
ァ
ー
ム
を

よ
り
一
層
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
」。
同
社
に
入
社

し
て
４
年
目
に
な
る
黒
羽
さ
ん
に
も
年
々
後
輩
が

増
え
て
き
て
い
る
。「
こ
れ
ま
で
先
輩
方
に
教
え
て

も
ら
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
今
度
は
私
が
伝
え
る
番
に

な
り
ま
し
た
。
先
輩
と
し
て
の
責
任
感
を
持
ち
な

が
ら
、
会
社
の
仲
間
た
ち
と
と
も
に
成
長
し
て
い

き
た
い
で
す
」
と
意
気
込
み
を
話
し
て
く
れ
た
。

「
野
菜
と
人
を
育
て
る
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
深
谷
市
の
未
来
の
農
業
を
担
う

　

黒
羽
さ
ん
を
は
じ
め
意
欲
あ
る
従
業
員
を
育
て

る
た
め
、
同
社
で
は
、
働
き
や
す
さ
の
向
上
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
例
の
一
つ
が
、

作
業
場
兼
休
憩
所
の
増
築
だ
。
夏
場
の
日
差
し
は

強
く
、
熱
中
症
の
危
険
も
あ
る
。
そ
ん
な
時
、
無

理
せ
ず
休
め
る
場
所
が
必
要
だ
と
感
じ
、
社
長
の

山
口
泰
司
さ
ん
が
新
た
に
建
設
す
る
こ
と
を
決
め

た
。
当
然
、
空
調
完
備
な
の
で
、
従
業
員
に
と
っ

て
は
あ
り
が
た
い
。
作
業
場
も
別
室
に
用
意
し
て

お
り
、
天
候
に
左
右
さ
れ
ず
仕
事
を
す
る
こ
と
も

で
き
る
。

　

同
社
で
は
、「
農
の
雇
用
事
業
（
雇
用
就
農
者
育

成
・
独
立
支
援
タ
イ
プ
）」
を
活
用
し
て
お
り
、
国

か
ら
の
助
成
金
を
使
っ
て
、
研
修
生
一
人
ひ
と
り
の

能
力
向
上
や
働
き
方
の
改
善
を
目
指
し
て
い
る
。

　

山
口
さ
ん
は
「
従
業
員
が
安
心
し
て
働
く
こ
と

が
で
き
る
環
境
整
備
は
不
可
欠
で
す
。
良
い
作
物

を
育
て
る
た
め
に
は
、
良
い
従
業
員
を
育
て
る
と

こ
ろ
か
ら
。
そ
の
た
め
の
フ
ォ
ロ
ー
は
惜
し
み
ま

せ
ん
。『
農
の
雇
用
事
業
』
は
そ
う
し
た
理
念
を

後
押
し
し
て
く
れ
る
制
度
な
の
で
本
当
に
あ
り
が

た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
目
の
前
の
課
題
を
一
つ

ず
つ
ク
リ
ア
し
て
い
っ
て
、
み
な
さ
ん
と
成
長
し

て
い
き
た
い
で
す
ね
。
い
ず
れ
は
独
立
を
希
望
し

て
い
る
方
も
い
る
の
で
、
新
し
い
こ
と
に
も
ど
ん

ど
ん
挑
戦
し
て
も
ら
っ
て
、
技
術
を
継
承
し
て
い

き
た
い
で
す
」
と
話
す
。

　

そ
う
し
た
山
口
さ
ん
の
考
え
が
根
付
い
て
い
る

か
ら
か
、
一
人
ひ
と
り
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
高

い
。深
谷
市
の
未
来
の
農
業
を
担
う
た
め
、グ
リ
ー

ネ
ス
ト
フ
ァ
ー
ム
従
業
員
の
み
な
さ
ん
は
、
今
日

も
汗
を
流
し
て
い
る
。

　深谷市には自然がいっぱいです。日々穏やかな時間を過ごせ
るので移住してよかったと思います。少しだけ足をのばして、榛
名山に出かけたときは、天気も良くて見渡す景色は絶景でした。
新型コロナウイルス禍が収息したら、また登ってみたいですね。
　山口社長の「働きやすさ重視」の考え方が根底にあるからか、
従業員は仕事とプライベートをのびのびと両立している印象で
す。なんでも相談できる雰囲気があって、一人で問題を抱え込

まなくていいの
は本当にあ
りがたい
ですね。

仕事もプライベートも充実仕事もプライベートも充実
仲間がいる安心感仲間がいる安心感

黒羽さん

　農業で大切なことは、だれとでもコミュニケーションをしっ
かりとれることです。そう言うと「一人で黙々と畑仕事をして
いるんじゃないの？」と感じる人もいるかもしれませんね。と
ころが実態は違って、農業の現場は多くの人との関わりで成り
立っています。共に畑を耕す仲間や、地域のみなさん、行政の
方などですね。独りよがりだと、長続きするのは難しいと思い
ます。
　それから、就農した後のことを具体的
にイメージしておくことをお勧めします。
給料はどれくらいか、福利厚生は整っ
ているか、自分に興味のある作物を扱
えるか、どんな場所で働きたいのかなど
など。あとは、情熱を持ってきちんと農業
に向き合うことが重要です。それが
できれば、作物は自然と応え
てくれるようになりますよ。

チームプレイが大切チームプレイが大切
情熱持って農業を情熱持って農業を

株式会社グリーネストファーム　社長
  山口 泰司さん

就業を
目指す人へ

 アドバイス

↑増築中の作業場兼休憩所

←休憩所の内部

株式会社 グリーネストファーム
取材協力

「野菜と人を育てる」をモットーに積極的に労働環境の
改善や設備投資を行って経営を拡大し、2017年に法
人化。11人の従業員とともに約15haを経営する。

↑トウモロコシ畑は気を抜くとアブラムシなどの害虫が発
生するので定期的にチェック

↑榛名山からの景色
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【
し
の
は
ら 

い
つ
き
】　
大
阪
府
出
身
。
前
職
は
建
築
業
・
運
送
業

関
係
に
従
事
し
て
い
た
が
、
自
然
の
中
で
子
育
て
が
し
た
い
と
考

え
、
一
念
発
起
し
て
龍
神
村
へ
家
族
で
移
住
し
林
業
へ
転
職
。

和
歌
山
県
田
辺
市  

篠
原 

五
輝
さ
ん
（
35
歳
）
林
業
歴
：
１
年
半

山
や
森
の
な
い
生
活
か
ら
心
機
一
転

山
や
森
の
な
い
生
活
か
ら
心
機
一
転

我
が
子
の
た
め
に
選
ん
だ
田
舎
暮
ら

我
が
子
の
た
め
に
選
ん
だ
田
舎
暮
ら
しし

『
支
援
』が
あ
る
か
ら
安
心
。

『
支
援
』が
あ
る
か
ら
安
心
。
移
住
成
功
の
秘
訣

移
住
成
功
の
秘
訣

田
舎
で
落
ち
着
い
て
子
育
て
が
し
た
い

　

大
阪
府
松
原
市
で
建
築
業
・
運
送
業
関
係
の
仕

事
に
就
い
て
い
た
篠
原
五
輝
さ
ん
が
、
和
歌
山
県

田
辺
市
龍
神
村
へ
移
住
し
林
業
に
転
職
し
た
き
っ

か
け
は
、
田
舎
で
落
ち
着
い
て
子
育
て
が
し
た
い

と
い
う
願
望
か
ら
だ
っ
た
。
元
々
幼
少
期
を
過
ご

し
た
の
が
田
辺
市
（
旧
中
辺
路
町
）
で
、
時
折
家

族
を
連
れ
て
訪
れ
て
い
た
が
、
そ
の
際
自
然
に
囲

ま
れ
て
生
き
生
き
と
し
て
い
る
我
が
子
を
見
て
、

移
住
と
い
う
選
択
肢
が
思
い
浮
か
ん
だ
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
田
舎
へ
の
移
住
に
つ
い
て

検
索
し
て
い
る
う
ち
、
偶
然
「
わ
か
や
ま
林
業
労

働
力
確
保
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
林
業
の
無
料
職
業

紹
介
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
篠
原
さ
ん
。

さ
っ
そ
く
話
を
聞
き
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
現
在
所

属
す
る
龍
神
村
森
林
組
合
を
紹
介
さ
れ
た
。
ト
ン

ト
ン
拍
子
に
決
ま
っ
た
移
住
・
転
職
だ
っ
た
が
、

妻
は
自
分
の
思
い
切
り
の
良
い
性
格
を
知
っ
て
か

「
き
ち
ん
と
仕
事
を
し
て
く
れ
て
定
収
入
が
入
る

な
ら
」
と
寛
大
な
態
度
で
承
諾
し
て
く
れ
た
。
ス

パ
ッ
と
前
職
を
退
職
し
た
後
、
20
日
間
の
「
林
業

就
業
支
援
講
習
（
※
厚
労
省
委
託
事
業
。
現
在
は

㈱
エ
ヌ
ア
イ
エ
ス
プ
ラ
ス
が
受
託
。）」
を
受
講
し

た
。

　

受
講
中
は
無
収
入
と
な
る
た
め
、
そ
の
日
の
夕

方
に
授
業
が
終
わ
る
と
ア
ル
バ
イ
ト
へ
向
か
い
、

夜
は
車
中
泊
で
過
ご
す
と
い
う
タ
フ
な
生
活
が
続

い
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
、
草
刈
り
機
や
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
の
扱
い
方
を
は
じ
め
、
林
業
に
就
業
す
る

た
め
に
最
低
限
必
要
な
技
術
や
基
礎
知
識
、
安
全

へ
の
意
識
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
講
習
で
は
、

伐
採
作
業
の
よ
う
な
街
中
で
は
ま
ず
で
き
な
い
こ

と
を
体
験
し
た
り
、
伐
採
し
た
丸
太
が
建
材
と
し

て
各
地
へ
運
ば
れ
て
い
く
様
子
を
目
に
し
て
、
ま

す
ま
す
林
業
へ
の
興
味
関
心
が
強
く
な
っ
た
。
ま

た
、「
自
分
と
同
じ
く
林
業
を
志
す
人
々
と
交
流

が
持
て
た
こ
と
も
良
か
っ
た
」と
話
し
て
く
れ
た
。

苦
労
を
楽
し
め
る
人
に
は

林
業
は
向
い
て
い
る
と
思
い
ま
す

　

講
習
を
終
え
林
業
へ
就
業
し
て
約
１
年
半
が

経
っ
た
現
在
は
、
皆
伐
作
業
を
中
心
に
日
々
の
業

務
を
こ
な
し
て
い
る
。
特
に
最
近
は
、
伐
採
し
た

丸
太
を
山
か
ら
道
路
へ
運
ぶ
架
線
集
材
を
行
う
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際
、
山
の
斜
面
へ
丸
太
を
吊
る
す
た
め
の
ケ
ー
ブ

ル
を
引
く
役
を
任
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
そ
う
だ
。

　

現
在
の
仕
事
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、「
危
機
管

理
が
重
要
だ
と
常
々
感
じ
て
い
ま
す
。
た
だ
そ
の

場
に
立
っ
て
い
る
だ
け
で
も
危
な
い
と
言
わ
れ
る

こ
と
が
あ
る
職
場
な
の
で
、
一
つ
ひ
と
つ
作
業
の

中
に
潜
む
危
険
を
し
っ
か
り
把
握
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
実
際
に
就
業
し
て
２
週
間
経
っ
た
頃

に
丸
太
の
上
を
歩
い
て
い
た
ら
滑
っ
て
転
ん
だ
こ

と
が
あ
り
、
今
で
も
作
業
中
に
怖
い
と
感
じ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
」
と
答
え
て
く
れ
た
。

　

一
方
で
、
林
業
の
仕
事
を
覚
え
る
こ
と
自
体
は

基
本
的
に
楽
し
ん
で
や
っ
て
い
る
。
ま
だ
ま
だ
分

か
ら
な
い
こ
と
だ
ら
け
だ
が
そ
れ
ら
を
学
ぶ
こ
と

が
面
白
く
、
苦
労
し
て
皆
伐
し
た
丸
太
を
出
荷
し

た
時
の
達
成
感
が
励
み
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

林
業
へ
の
転
職
を
検
討
す
る
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
お
願
い
す
る
と
、「
前
職
で
も
達
成
感
は
あ

り
ま
し
た
が
、
今
は
自
然
を
相
手
に
し
て
い
る
の

で
ス
ケ
ー
ル
が
違
い
ま
す
。
想
像
し
た
通
り
の
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。
林
業
は
大
変
な
こ
と
も
多
い
で
す
が
、

苦
労
を
楽
し
み
に
変
え
ら
れ
る
人
に
は
向
い
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
不
安
に
感
じ
て
い
た
こ
と
が
、

い
ざ
や
っ
て
み
る
と
案
外
楽
し
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
よ
。
頭
で
い
く
ら
考
え
て
も
、
何
事
も
経
験
し

て
み
な
け
れ
ば
分
か
り
ま
せ
ん
ね
」
と
語
っ
て
く

れ
た
。

　

そ
れ
は
移
住
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
だ
。「
龍

神
村
」
と
い
う
地
名
に
夫
婦
共
々
惹
か
れ
た
こ
と

が
移
住
先
の
選
択
の
き
っ
か
け
の
一
つ
だ
っ
た

が
、
初
め
て
の
こ
と
に
少
な
か
ら
ず
不
安
を
感
じ

る
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
だ
。
だ
が
、結
果
的
に
は
、

人
と
人
と
の
距
離
感
が
あ
っ
た
都
会
暮
ら
し
と
は

異
な
り
、
気
軽
に
近
所
の
人
た
ち
と
話
が
で
き
る

今
の
生
活
を
気
に
入
っ
て
い
る
。

　

近
頃
で
は
篠
原
さ
ん
の
よ
う
に
、
都
会
の
喧
騒

を
離
れ
て
の
ん
び
り
子
育
て
を
す
る
た
め
に
田
舎

へ
移
住
し
た
と
い
う
家
族
の
話
を
時
々
耳
に
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い

土
地
へ
移
住
し
そ
こ
で
生
計
を
立
て
る
決
断
を
す

る
の
は
勇
気
が
い
る
も
の
だ
。
林
業
は
重
労
働
で

体
力
が
必
要
な
た
め
、
決
し
て
楽
な
仕
事
で
は
な

い
。
し
か
し
、
い
つ
も
山
の
新
鮮
な
空
気
に
囲
ま

れ
て
仕
事
が
で
き
る
し
、

作
業
員
同
士
離
れ
て
作
業

す
る
こ
と
が
多
い
た
め
、

昨
今
重
要
視
さ
れ
て
い
る

ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
が
保
て
る
と
い
う
思
わ

ぬ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
職
場

で
も
あ
る
。
家
族
で
移
住

し
て
田
舎
暮
ら
し
が
し
た

い
と
い
う
方
は
ぜ
ひ
林
業

を
選
択
肢
に
加
え
て
も
ら

い
た
い
。

　当初は久しぶりの田舎暮らしに戸惑うこともありましたが、
今では隣近所の人々から頻繁に食材のお裾分けをいただき、田
舎暮らしならではの恩恵を受けています。また、森林組合には
意外にも海好きの人が多く、私も所属している班の上司から誘
われたのをきっかけに海釣りを始めました。上司には公私共に
お世話になっています。他にも組合には、私と同じく田舎への
移住をきっかけに林業へ転職した先輩が何人かいるため、何か
分からないことがあった時は折に触れていろいろと相談できる

のが心強くかなり助けられています。妻は、「髪を
洗ってもきしまない！」「お米を炊くと、お
米が光っている！」とこの土地の水質に感
動しており、家族で田舎暮らしに満足して
います。ただ、昨今のコロナ禍の影響で秋
祭りなどの村の行事が中止となっているた
め、まだ広く地域の人々との交流ができ
ていないのが残念ですね。

日々田舎暮らしならではの恩恵と日々田舎暮らしならではの恩恵と
仲間のサポートに助けられています仲間のサポートに助けられています

篠原さん

　林業へ転職するには、強いやる気・熱意がなければならない
と気負う人がいるかもしれませんが、むしろある程度肩の力が
抜けていて、林業もひとつの選択肢だと考えられる人の方が馴
染みやすいことが多いです。篠原さんのように、落ち着いたと
ころで子育てがしたいという願望が第一にあって、その願望を
叶えるために林業を選択したというタイプの人の方がかえって
長続きできるかもしれません。逆にやる気・熱意があり過ぎる
と、いざ現場で作業する段階になって事前にイ
メージしていたこととのギャップに苦しむこ
ともあります。また、林業は一見黙々と伐採
をする単独作業が多く、それほど人づきあい
をしない職場に見えるかもしれませんが、実
際は命の危険と隣り合わせの現場である
ため、班ごとに協力して仕事をして
いくことが求められ協調性も必要
とされます。

気持ちにゆとりを持って気持ちにゆとりを持って
気負わなくていいんです気負わなくていいんです

龍神村森林組合　代表理事組合長
  眞砂 佳明さん

就業を
目指す人へ

 アドバイス

↑移住や仕事への不安などは組合長へ相談できる。就業支援講習
の受講などアドバイスをもらうことも。篠原さんはチェーンソー
の資格は就業前に参加した講習で取得し、その他に必要な資格や
技術は働きながら学んでいる

龍神村森林組合
取材協力

管理事務所（本部：木材共販所・総務課・業務部）及び、
製材工場、間伐材流通センター、プレカット工場、物品
販売所（道の駅）からなる森林組合。



【
い
け
が
み
　
か
い
と
】　
幼
い
時
か
ら
家
族
と
釣
り
を
楽
し
ん
で

い
た
池
上
さ
ん
。
高
校
生
の
頃
に
は
か
な
り
釣
り
に
没
頭
し
、
好

き
な
こ
と
を
仕
事
に
し
た
い
と
思
い
、
漁
師
を
志
す
。

福
井
県
福
井
市  

池
上 

魁
人
さ
ん
（
19
歳
）

漁
業
歴
：
1
年

特 集
feature

自
ら
切
り
開
い
た
漁
業
へ
の
道

自
ら
切
り
開
い
た
漁
業
へ
の
道

社
長
と
先
輩
に
支
え
ら
れ
、

社
長
と
先
輩
に
支
え
ら
れ
、一
人
前
一
人
前
の
漁
師
を
目
指
す

の
漁
師
を
目
指
す

『
支
援
』が
あ
る
か
ら
安
心
。
移
住
成
功
の
秘
訣

『
支
援
』が
あ
る
か
ら
安
心
。
移
住
成
功
の
秘
訣
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漁
師
へ
の
道
を
切
り
開
く
た
め
に

家
族
を
連
れ
漁
業
就
業
支
援
フ
ェ
ア
へ

　

海
も
山
も
あ
る
神
戸
で
生
ま
れ
育
っ
た
池
上
さ

ん
。
幼
少
の
頃
に
始
め
た
魚
釣
り
は
、
高
校
生
に

な
る
と
ア
ル
バ
イ
ト
代
の
大
半
を
釣
り
に
つ
ぎ
込

む
ほ
ど
に
の
め
り
込
む
存
在
と
な
っ
た
。
元
々
自

然
や
体
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
だ
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
誰
に
言
わ
れ
る
で
も
な
く
漁
師
と
い
う
将
来

を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
進
路

指
導
担
当
の
先
生
に
意
向
を
伝
え
て
も
、「
本
当

に
？
」と
軽
く
あ
し
ら
わ
れ
、ま
と
も
に
取
り
合
っ

て
も
ら
え
な
か
っ
た
そ
う
だ
。

　

興
味
の
な
い
仕
事
に
就
い
て
も
お
そ
ら
く
長
続

き
し
な
い
。
や
っ
て
み
て
ダ
メ
だ
っ
た
ら
帰
っ
て

く
れ
ば
い
い
。
そ
う
考
え
た
池
上
さ
ん
は
就
業
に

関
す
る
情
報
収
集
を
開
始
。
大
阪
で
「
漁
業
就
業

支
援
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
知
る
と
、

家
族
を
連
れ
会
場
を
訪
れ
た
。
そ
こ
で
出
会
っ
た

の
が
有
限
会
社 

上
野
漁
業
の
上
野
社
長
だ
。

　
「
何
社
か
話
を
聞
く
中
で
決
め
手
と
な
っ
た
の

が
、
上
野
漁
業
の
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
フ
ァ
ミ
リ
ー

感
が
強
い
と
こ
ろ
。
そ
し
て
、
自
治
体
が
用
意
し

て
い
る
支
援
の
差
で
し
た
」
と
池
上
さ
ん
。
彼
は

移
住
す
る
に
際
し
、
自
治
体
が
用
意
す
る
支
援
に

つ
い
て
細
か
く
比
較
し
、検
討
を
行
っ
た
そ
う
だ
。

　

一
例
を
挙
げ
る
と
、
県
は
新
規
漁
業
就
業
者
に

対
し
て
貸
付
金
制
度
を
用
意
（
単
身
者
の
場
合
は

年
間
最
大
１
３
２
万
円
（
３
年
間
）
※
漁
業
従
事

後
、 

５
年
経
過
し
た
場
合
は
半
額
免
除
、
10
年
経

過
し
た
場
合
は
全
額
免
除
と
な
る
）。
さ
ら
に
、

福
井
市
は
農
林
水
産
業
に
就
く
Ｕ
＆
Ｉ
タ
ー
ン
者

に
対
し
て
奨
励
金
を
交
付
し
て
お
り
、
市
内
に
在

住
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
初
期
費
用
と
し
て
年
間

30
万
円
（
２
年
間
）
の
交
付
を
行
っ
て
い
る
。　

　

池
上
さ
ん
は
上
野
社
長
の
配
慮
で
社
長
宅
に
住

み
込
み
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
も
の
の
、
最
初

の
１
年
は
見
習
い
扱
い
な
の
で
給
料
は
少
な
い
。

念
願
の
漁
業
に
就
け
た
と
は
い
え
、
新
天
地
で
の

生
活
、
仕
事
を
継
続
さ
せ
る
た
め
に
は
お
金
（
支

援
）
は
重
要
な
要
素
だ
。
事
前
に
支
援
に
つ
い
て

細
か
く
比
較
し
、
検
討
し
た
池
上
さ
ん
の
努
力
は

実
を
結
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
。

　

池
上
さ
ん
が
所
属
す
る
上
野
漁
業
は
底
引
き
網

泣
き
な
が
ら
親
に
電
話
し
た
夜
も



15 No.39  2021  夏号

漁
を
操
業
し
て
お
り
、
季
節
に
応
じ
て
甘
エ
ビ
や

越
前
ガ
ニ
な
ど
水
揚
げ
す
る
内
容
が
変
わ
る
。
出

漁
は
基
本
的
に
夜
中
で
、
帰
漁
は
そ
の
日
の
夕

方
。
時
に
は
沖
で
停
泊
し
、
翌
日
の
夕
方
に
帰
漁

と
な
る
こ
と
も
あ
る
。
子
供
の
頃
か
ら
水
泳
や
ボ

ク
シ
ン
グ
、
野
球
な
ど
の
経
験
が
あ
り
、
体
力
に

は
自
信
を
持
っ
て
い
た
池
上
さ
ん
だ
っ
た
が
、
慣

れ
な
い
洋
上
で
の
作
業
に
体
力
を
削
ら
れ
、
さ
ら

に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
強
烈
な
船
酔
い
に

苦
し
め
ら
れ
た
。
体
が
慣
れ
る
ま
で
は
辛
い
日
々

が
続
き
、
泣
き
な
が
ら
親
に
電
話
を
掛
け
た
こ
と

も
あ
っ
た
そ
う
だ
。「
で
も
、
す
ぐ
に
や
め
る
と

思
わ
れ
た
く
な
い
し
、
負
け
た
と
思
わ
れ
る
の
は

何
よ
り
も
悔
し
い
の
で
、
そ
の
気
持
ち
を
糧
に
今

日
ま
で
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
」
と
池
上
さ
ん
。　

　

主
な
業
務
内
容
は
、
全
長
２
キ
ロ
に
も
及
ぶ
底

引
き
網
の
揚
げ
降
ろ
し
や
水
揚
げ
し
た
海
産
物
の

選
別
、
出
荷
準
備
作
業
。
天
候
不
良
等
に
よ
る
休

漁
日
に
は
網
な
ど
の
漁
具
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行

う
な
ど
、休
漁
期
以
外
の
休
み
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
そ
ん
な
生
活
を
１
年
も
続
け
て
い

る
と
、技
術
や
知
識
が
自
然
と
身
に
付
い
た
ほ
か
、

体
力
や
筋
力
も

増
え
、
お
盆
や

正
月
に
帰
省
し

た
際
に
は
「
体

格
が
し
っ
か
り

し
た
！
」
と
会

う
人
、
会
う
人

に
言
わ
れ
た
そ

う
だ
。

　

ち
な
み
に
池

上
さ
ん
が
漁
師

を
志
し
た
理
由

の
一
つ
は
「
漁

師
の
特
権
で
新

鮮
で
美
味
し
い
海
産
物
が
食
べ
ら
れ
る
！
」
と
い

う
も
の
。
こ
れ
ま
で
は
冷
凍
さ
れ
た
甘
エ
ビ
や
カ

ニ
が
ほ
と
ん
ど
で
、
獲
れ
た
て
を
食
べ
た
の
は
漁

師
に
な
っ
て
か
ら
と
の
こ
と
。
次
元
が
違
う
美
味

し
さ
を
味
わ
っ
た
時
の
衝
撃
は
今
で
も
鮮
明
に
思

い
返
せ
る
そ
う
だ
。
そ
ん
な
自
分
が
獲
っ
た
魚
を

家
族
が
喜
ん
で
食
べ
て
く
れ
る
事
が
何
よ
り
も
嬉

し
く
、
漁
師
と
い
う
仕
事
に
や
り
甲
斐
を
感
じ
る

瞬
間
だ
と
い
う
。

　

漁
師
に
な
っ
た
ば
か
り
の
頃
は
夜
明
け
の
美
し

さ
や
、
海
上
か
ら
望
む
白
山
の
美
し
さ
に
見
と
れ

て
い
た
が
、
今
、
そ
れ
ら
は
日
常
の
景
色
の
一
つ

に
な
っ
た
と
池
上
さ
ん
は
言
う
。
お
そ
ら
く
、
そ

れ
は
彼
が
福
井
の
地
に
根
付
い
た
証
な
の
だ
ろ

う
。
そ
ん
な
池
上
さ
ん
の
目
下
の
目
標
は
、
早
く

一
人
前
に
な
っ
て
先
輩
達
の
レ
ベ
ル
に
追
い
付
く

こ
と
。
そ
れ
と
も
う
一
つ
、
お
金
を
貯
め
て
ク
ル

マ
を
購
入
す
る
こ
と
。

　

上
野
社
長
を
は
じ
め
、
上
野
漁
業
の
先
輩
た
ち

に
見
守
ら
れ
な
が
ら
日
々
成
長
を
続
け
る
池
上
さ

ん
。
そ
ん
な
彼
に
と
っ
て
こ
れ
ら
目
標
の
達
成
は

造
作
も
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。

　2020年に移住して以来、上野さんの所に住み込みさせても
らっているので、仕事はもちろんですが経済的にも助けても
らっています。自分は漁業に対する知識を持たずにスタートし
たので、40年以上のキャリアを積んだ上野さんの言動は全て
が勉強になっています。ダメな事はダメとハッキリ言われます
し、それが一歩間違えると大怪我につながる事を上野さんは経
験から知っているので、優しくもあり、時に厳しく接してくれ
るので非常にありがたいですね。

　

漁師の先輩として、人生の先輩として、漁師の先輩として、人生の先輩として、
言動の全てが勉強になります言動の全てが勉強になります

池上さん

　海に出て網を降ろして、また引き揚げる。同じ事の繰り返し
に思えるかも知れませんが、海の上ではいつどんなトラブルが
発生するかわからないので、体力だけでなく状況判断や対応力
が要求されます。ただ言われた事をこなすか、自分で効率を考
えながらやるかで、成長の仕方はまるで違いますね。池上君も
最初は華奢な体つきで「これは長続きするだろうか…」と、皆
で心配していましたが、非常に前向きで上昇志
向が感じられますね。
　最初の１年間は見習いというポジションで
すので給料も少ないですが、2年目からはベ
テラン漁師と同じ給料を出しています。最近
は定置網漁の人気が高く、底引き網のように
少し遠くまで出かける漁は敬遠されがち
ですが、大変な仕事であればそれ
だけ対価も大きく、やりがいも
強く感じられますよ。

仕事は大変ですが仕事は大変ですが
一攫千金を手にできる仕事です一攫千金を手にできる仕事です

有限会社 上野漁業　代表取締役社長
  上野 和男さん

就業を
目指す人へ

 アドバイス

←全長２キロに
も及ぶ底引き網
を綺麗に巻きつ
けるのも仕事の
一つ。チームワー
クも要求される
仕事だ

↑鷹巣漁港の中で、ひときわ大きな漁船がこの漁勝丸

↑鷹巣漁港

有限会社 上野漁業
取材協力

平成16年1月創業。池上さんを含む５名の漁師が漁勝
丸に乗り込み、底引き網で福井沖のタイや甘エビ、越
前ガニなどを漁獲している。
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世
は
、
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
長
い
ト
ン

ネ
ル
に
入
っ
て
久
し
い
。
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
進
ん
で
い
る
と
は
い
え
、
い
ま
だ

感
染
の
恐
怖
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
加

え
て
、
経
済
的
不
況
は
日
増
し
に
深
刻

に
な
り
、
時
短
、
休
業
、
廃
業
、
解
雇

等
、
身
に
つ
ま
さ
れ
る
話
題
が
連
日
メ

デ
ィ
ア
を
騒
が
せ
て
い
る
。
厚
生
労
働

省
が
随
時
発
表
し
て
い
る
「
コ
ロ
ナ
解

雇
者
数
」（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
起
因
す
る
雇
用
へ
の
影
響
に
関

す
る
情
報
に
つ
い
て
＝
６
月
11
日
現
在

集
計
分
＝
）
で
は
、「
解
雇
等
見
込
み

労
働
者
数
」
が
累
計
で
10
万
６
７
１
５

人
、
そ
の
う
ち
「
非
正
規
雇
用
労
働
者

数
」
が
４
万
９
６
３
７
人
と
な
っ
た
。

◆
コ
ロ
ナ
禍
で
の
就
農
相
談
の
現
状

　
全
国
新
規
就
農
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
の

就
農
相
談
の
き
っ
か
け
は
さ
ま
ざ
ま
。

従
来
か
ら
の
一
般
的
な
動
機
は
、「
小

さ
い
頃
か
ら
の
農
業
の
夢
が
膨
ら
ん

で
、
い
よ
い
よ
就
農
に
着
手
し
よ
う
と

思
う
」「
実
家
や
配
偶
者
の
親
が
高
齢

化
し
経
営
を
継
承
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
っ
た
」「
農
地
を
相
続
し
し
ば
ら

く
放
置
し
て
い
た
が
、
そ
ろ
そ
ろ
就
農

を
考
え
た
い
」
な
ど
。

　
し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
と
い
う
予
期
せ
ぬ
事
態
の
出

現
の
な
か
、
突
然
の
休
業
、
リ
ス
ト
ラ

等
で
再
就
職
先
と
し
て
就
農
を
考
え
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
直
接
の
動
機
、

あ
る
い
は
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
等
の

雇
用
先
の
選
択
肢
が
狭
ま
り
就
農
を
考

え
始
め
た
等
の
間
接
的
動
機
に
起
因
す

る
相
談
が
顕
著
に
増
え
て
き
た
。

　
一
方
、
農
業
の
世
界
を
見
る
と
、
農

業
法
人
等
の
雇
用
就
農
求
人
状
況
は
相

変
わ
ら
ず
堅
調
傾
向
に
あ
る
。
そ
の
要

因
は
、
以
前
か
ら
の
慢
性
的
な
人
手
不

足
に
加
え
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
外
国
人

技
能
実
習
生
が
来
日
出
来
て
い
な
い
こ

と
な
ど
に
も
よ
る
。
こ
の
実
習
生
の
来

日
休
止
に
よ
り
作
付
面
積
を
縮
小
す
る

一
大
産
地
も
出
て
い
る
と
の
報
道
も

あ
っ
た
。

　
た
だ
、
当
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
求
人
情
報
の
う

ち
、
提
示
さ
れ
て
い
る
給
与
額
は
コ
ロ

ナ
騒
動
が
始
ま
る
前
に
比
べ
１
割
前
後

は
減
っ
た
よ
う
に
感
じ
る
が
、
こ
れ
も

国
全
体
の
コ
ロ
ナ
不
況
の
あ
お
り
を
受

け
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。　

　
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
起
因
す
る
相
談
件

数
は
増
加
し
て
き
た
が
、
一
方
で
別
の

問
題
が
出
て
き
た
。
相
談
者
の
中
に
は

漠
然
と
し
た
就
農
希
望
地
が
あ
る
だ
け

で
、
地
方
な
ど
の
現
地
を
知
ら
な
い
人

も
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
生
涯
の
就

農
の
着
地
場
所
と
し
て
選
ぶ
と
な
る
と
、

ま
ず
現
場
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
普
段
は
、
希
望
地
の
農
業
法
人
や
自

治
体
主
催
等
の
研
修
先
に
赴
い
て
現
地

の
実
際
を
見
て
も
ら
い
、
地
元
の
農
家

等
と
意
見
を
交
わ
す
よ
う
促
す
の
だ

が
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
状
況
が
変
わ
っ

た
。「
東
京
や
そ
の
他
の
大
都
市
圏
か

ら
の
見
学
、来
訪
は
ご
遠
慮
願
い
た
い
、

コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
い
た
ら
お
受
け
し
ま

す
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
都

市
部
に
比
べ
て
比
較
的
感
染

者
の
少
な
い
地
方
の
人
に

と
っ
て
み
れ
ば
、
感
染
の
リ

ス
ク
回
避
は
や
む
を
得
な
い

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

コ
ロ
ナ
禍
の
沈
静
化
を
待
ち

な
が
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

に
よ
る
情
報
収
集
に
専
念
す

る
よ
う
、
ア
ド
バ
イ
ス
す
る

こ
と
も
し
ば
し
ば
と
な
る
。

◆
相
談
形
態
の
変
化
、

　
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
な
ど

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
は
、
社
会
全
体
の

こ
れ
ま
で
の
生
活
様
式
あ
る

い
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

手
段
を
否
応
な
く
大
き
く
変
え
、
対
面

や
三
密
を
避
け
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
、

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
等
が
急
速
に
普
及
し

て
き
た
。

　
当
然
、
当
セ
ン
タ
ー
で
の
相
談
形
態

も
変
化
し
た
。
通
勤
の
自
粛
、
対
面
相

談
の
回
避
等
で
相
談
員
の
在
宅
勤
務
が

余
儀
な
く
さ
れ
た
結
果
、
対
面
相
談
を

休
止
し
電
話
相
談
、
メ
ー
ル
相
談
に
限

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
昨
年
10

月
に
新
し
い
方
式
と
し
て
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ア

プ
リ
を
活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
を

試
験
的
に
実
施
し
た
。
最
初
の
相
談
者

は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
在
住
の
日
本
人
女

性
。
近
く
帰
国
す
る
の
で
日
本
で
の
就

農
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
知
り
た
い
と
の
こ
と

だ
っ
た
。
良
好
な
通
信
状
態
で
、
通
常

の
対
面
相
談
同
様
な
ん
の
支
障
も
な
く

相
談
を
行
え
た
。
こ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
相

談
、
互
い
の
表
情
も
わ
か
り
画
面
に
参

考
資
料
を
映
す
こ
と
も
可
能
で
、
工
夫

を
す
れ
ば
困
難
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
こ

と
を
学
ん
だ
。

　
翌
11
月
か
ら
は
当
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
農
業
を
は
じ
め
る
・
Ｊ
Ｐ
」

を
更
新
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
の
本
格

開
始
の
周
知
と
併
せ
、
こ
れ
ま
で
の
電

話
に
よ
る
相
談
申
し
込
み
に
加
え
、
同

ペ
ー
ジ
か
ら
希
望
者
が
24
時
間
い
つ
で

も
申
し
込
め
る
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、

都
道
府
県
新
規
就
農
相
談
セ
ン
タ
ー
や

市
町
村
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
就
農
相
談
に

対
応
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き
て
い

る
。



表 　就農時の資金借り入れの状況� 単位：％

資金を
借り	
入れた

資金の借り入れ先
制度資金 民間資金

青年等就農
資金（就農
支援資金）

経営体育成	
強化資金

スーパー L
資金

農業近代化
資金 その他 農　協 銀　行 その他

新規参入者計 	 42.6 56.1 4.7 3.7 4.1 4.4 12.9 5.0 9.0

販売金額	
第 1位の作目

水稲・麦・雑穀類・豆類 41.1 61.3 4.0 9.3 9.3 5.3 22.7 10.7 12.0
露地野菜 28.1 65.4 5.5 2.8 2.8 2.8 12.0 8.3 18.4
施設野菜 61.1 75.0 7.5 4.7 6.9 6.1 15.8 3.6 9.2
花き・花木 57.1 64.4 4.4 2.2 11.1 8.9 24.4 	 6.7 6.7
果樹 34.4 64.5 9.1 4.5 2.7 6.4 14.5 6.4 9.1
酪農 96.3 95.8 4.2 4.2 0.0 12.5 25.0 	 0.0 0.0

その他畜産 53.8 57.1 0.0 14.3 0.0 4.8 23.8 	 0.0 19.0
その他 38.5 52.6 0.0 10.5 0.0 5.3 0.0 21.1 15.8

新規就農者の就農実態調査結果（2016年）より
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◆
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
の
事
前
準
備
な
ど

　
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
に
つ
い
て
事
前
の

準
備
は
と
い
う
と
、
ま
ず
受
信
で
き
る

機
材
を
用
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ

が
パ
ソ
コ
ン
で
あ
れ
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
あ
れ
、
事
前
に
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
ア
プ
リ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
相
互
通
信
に
備
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
カ
メ
ラ

機
能
、
マ
イ
ク
機
能
が
な
い
パ
ソ
コ
ン

は
そ
れ
ら
の
機
能
を
果
た
す
機
材
を
追

加
設
置
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
、
対
面
相
談
と
違
っ
て
少
々
不

便
な
の
は
、
関
連
資
料
や
冊
子
を
直
接

手
渡
し
で
き
な
い
こ
と
。
当
セ
ン
タ
ー

で
の
対
面
相
談
の
際
に
は
約
50
ペ
ー
ジ
の

「
就
農
案
内
読
本
」
を
提
供
し
、
当
冊

子
に
盛
り
込
ま
れ
た
内
容
に
即
し
て
就

農
の
説
明
、
相
談
に
応
じ
て
い
る
の
で
、

オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
予
約
者
に
は
事
前
に

当
冊
子
を
郵
送
す
る
か
、
当
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
農
業
を
は
じ
め
る
・

Ｊ
Ｐ
」
の
画
面
か
ら
当
冊
子
の
デ
ー
タ

を
事
前
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
用
意
し

て
も
ら
う
こ
と
を
お
願
い
し
て
い
る
。

◆
新
規
就
農
者
に
向
け
た
支
援
策
、

　
ア
ド
バ
イ
ス

　

当
セ
ン
タ
ー
が
調
査
し
た
「
新

規
就
農
者
の
就
農
実
態
調
査
結
果

（
２
０
１
６
年
）」
に
よ
る
と
、「
就
農

時
に
苦
労
し
た
こ
と
」の
第
１
位
は「
農

地
の
確
保
」
で
７
割
を
超
え
、
ほ
ぼ
同

じ
割
合
で
「
資
金
の
確
保
」
が
並
ぶ
。

や
は
り
農
業
に
適
し
た
優
良
な
農
地
の

確
保
の
困
難
さ
、
初
期
投
資
を
含
め
た

運
営
資
金
の
確
保
は
切
実
な
問
題
で
あ

る
（
下
の
グ
ラ
フ
は
「
就
農
案
内
読
本

２
０
２
０
」
18
ペ
ー
ジ
に
紹
介
し
て
い

る
「
新
規
就
農
者
が
就
農
時
に
苦
労
し

た
こ
と
」
グ
ラ
フ

）。

　
農
地
の
取
得
に
は
、
全
国
農
業
会
議

所
が
運
営
す
る
「
全
国
農
地
ナ
ビ
」
か

ら
の
情
報
収
集
や
自
治
体
の
農
政
所
管

課
、
農
業
委
員
会
等
の
農
地
情
報
を
活

用
す
る
と
よ
い
。
ま
た
、
資
金
の
確
保

に
つ
い
て
は
、
認
定
新
規
就
農
者
に
対

し
て
「
青
年
等
就
農
資
金
」
や
「
農
業

近
代
化
資
金
」、「
経
営
体
育
成
強
化
資

金
」
等
の
有
利
な
融
資
制
度
が
あ
る
の

で
、
返
済
計
画
を
き
ち
ん
と
立
て
た
う

え
で
活
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

同
「
読
本
」
で
は
、「
就
農
時
の
資

金
借
り
入
れ
の
状
況
」

表

の
調

査
結
果
な
ど
も
紹
介
し
て
い
る
（
同

ペ
ー
ジ
）。

　

近
頃
、「
少
量
多
品
目
の
野
菜
栽
培

が
や
り
た
い
」
と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

等
で
の
情
報
を
も
と
に
希
望
を
持
ち
込

む
相
談
者
も
増
え
て
き
た
。
昨
今
の
多

様
な
消
費
動
向
か
ら
す
れ
ば
、
た
し
か

に
一
つ
の
経
営
モ
デ
ル
で
は
あ
る
が
、

現
実
は
そ
う
簡
単
で
は
な
い
。

　
一
つ
の
品
目
の
習
熟
度
を
最
高
の
状

態
に
高
め
よ
う
と
す
る
と
、
か
な
り
の

年
月
を
要
す
る
。
栽
培
品
目
が
増
え
れ

ば
、当
然
そ
の
労
力
は
倍
加
し
て
い
く
。

ま
た
、
種
類
が
多
い
と
袋
詰
め
な
ど
が

何
通
り
に
も
な
り
、
そ
れ
に
費
や
す
労

働
時
間
は
増
大
し
て
い
き
過
重
労
働
に

な
り
か
ね
な
い
。
よ
っ
て
、
相
談
者
へ

は
「
は
じ
め
は
数
品
目
ぐ
ら
い
か
ら
始

め
て
、
栽
培
技
術
も
確
立
し
販
路
が
十

分
に
確
保
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら

品
目
を
増
や
し
て
い
っ
た
ら
い
か
が
」

な
ど
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
る
。

◆
新
規
就
農
相
談
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

　
当
セ
ン
タ
ー
の
相
談
場
所
は
以
下
の

２
カ
所
。
こ
の
う
ち
、「
全
国
新
規
就

農
相
談
セ
ン
タ
ー
」
は
平
日
の
午
前
10

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
で
、
２
時
間
単

位
の
予
約
が
可
能
。
申
込
み
方
法
は
、

当
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
農
業
を

は
じ
め
る
・Ｊ
Ｐ
」
か
ら
、
電
話
相
談
、

対
面
相
談
、
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
等
の
種

類
を
随
時
選
択
で
き
る
。
ま
た
、
メ
ー

ル
相
談
も
随
時
受
け
付
け
て
い
る
。

　
一
方
、「
移
住・交
流
情
報
ガ
ー
デ
ン
」

の
受
け
付
け
は
随
時
で
、
直
接
、
当
施

設
へ
の
来
訪
が
原
則
と
な
る
。

　
こ
れ
か
ら
就
農
を
考
え
る
方
、
す
で

に
就
農
に
向
け
て
行
動
を
起
こ
し
て
い

る
方
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
判
断

に
迷
う
こ
と
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
だ
ろ

う
。
そ
ん
な
と
き
は
ぜ
ひ
、当
セ
ン
タ
ー

や
最
寄
り
の
都
道
府
県
農
業
会
議
（
同

農
業
公
社
）、
市
町
村
農
業
委
員
会
な
ど

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
合
に
合
わ
せ
た
方

法
で
気
軽
に
相
談
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

◎全国新規就農相談センター 
　東京都千代田区二番町 9-8 中央労働基準協会ビル 2 階（一社）全国農業会議所内
  03-6910-1133【平日 : 10 時～ 17 時】

　HP: https://www.be-farmer.jp/

◎移住・交流情報ガーデン
　東京都中央区京橋 1丁目 1-6 越前屋ビル 1階
　【平日 :11 時～ 21 時 / 土日祝日 :11 時～ 18 時 / 休館日 : 月曜日】

　HP: https://www.iju-join.jp/join/iju_garden/index.html

グラフ 　新規就農者が就農時に苦労したこと

新規就農者の就農実態調査結果（2016年）より

相談予約は
コチラ



18No.39  2021  夏号

Check   1  日本農業技術検定とは？
　『日本農業技術検定』は、農業界の人材育成・確保にむけて、農業現場への新規就農のほか、農
業法人・関連企業等への就業をめざす学生や社会人などを対象に、農業の技術や知識の修得水準
を客観的に把握し、研修教育効果を高めることを目的とした全国統一の農業専門の試験制度です。
農林水産省の補助事業で制度検討を行い、平成 19年度から日本農業技術検定協会を設けて実施し
て、毎年約２万５千人、累計で 29万人がチャレンジしています。現在は農林水産省、文部科学省
の後援をいただいています。

≪日本農業技術検定協会の構成団体≫
（一社）全国農業協同組合中央会、全国町村会、全国農業高等学校長協会、全国農業大学校協議会、全国農学系学部長会議、全国大学
附属農場協議会、（公社）日本農業法人協会、（一社）全国農業改良普及支援協会、（公財）農民教育協会、（公社）国際農業者交流協会、（一
社）日本農業機械化協会、（一社）全国農協観光協会、（一社）農山漁村文化協会、（一社）全国農業会議所〔事務局〕の 14 団体で構
成しています。

Check   2  受験のメリットは？
　農業の人材育成に欠かせない検定として、合格者には、農業大学校や農業系大学への推薦など入
試において有利になったり、受験料の減免措置などもあります！農業法人など農業関連企業への就
職希望者には、自己能力をアピールするポイントとして注目されています。JAなど社会人として
農業関連分野で働いている方々にもスキルアップのための受験が増えています。

Check   3  試験の日程等は？
1.
令和３年
試験日

【第１回】

7／10（土）
【第２回】

12／11（土）
※�１級試験は第２回のみ実施

栽培系・畜産系・食品系・
環境系の4選択科目。
マークシート方式

作物・野菜・花き・果樹・畜産・
食品の6選択科目。
マークシート方式

2.
試験科目 3級

2級
・
1級

3級

2級

1級

計 22,011人

206人

3,015人

18,790人 66％

21％

7％

59％

受験者数 合格率 3級科目別合格率

環境系食品系畜産系栽培系
50

55

60

65

70

(%)

66

61

3.
試験結果
（令和２年度）

6767
6969

詳しくは日本農業技術検定ホームページで！
https://www.nca.or.jp/support/general/kentei/

日
本
農
業
技
術
検
定
の

日
本
農
業
技
術
検
定
の

資
格
を
い
か
そ
う
！

資
格
を
い
か
そ
う
！

農業を仕事にする人のための検定制度

※第2回検定のみ実施
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過去問題集で
バッチリ対策、
実力アップ！
お申し込みは
・都道府県農業会議（P23）
・ホームページ
・Amazon　から

　令和２年度は新型コロナの影響等もありましたが、
全国で 41JA、約 1,100 人が日本農業技術検定を受
験しました。最近では、営農指導員による上位級受
験に加えて、職員教育の一環として一般職の方にも
３級受験を推奨する県連が増えています。
　JA長野県グループでは、独自の「営農相談員資
格」制度を３級取得を条件とすることに切り替えて、
元年度は県下 11JA、314 人の受験者がありました。
また、JA香川県では、農業の基礎知識を身に付け
るために若年層の職員を中心に３級受験を導入して、
元年度は 294 人が受験しています。

J A の 取 り 組 み 紹 介

全国農業図書 検索

あなたの新しい農業 あなたの新しい農業 ――
支えるのは “ 技術と知識 ” です！支えるのは “ 技術と知識 ” です！
　農業は自然環境に働きかけて人の生活に必要な食料等を生産する産業ですので、営農　農業は自然環境に働きかけて人の生活に必要な食料等を生産する産業ですので、営農
のための技術修得が不可欠となります。新規就農をはじめ、有機農業やスマート農業ののための技術修得が不可欠となります。新規就農をはじめ、有機農業やスマート農業の
導入など新たな農業経営を支えるのは、その基礎となる “農業の技術と知識 ”なのです。導入など新たな農業経営を支えるのは、その基礎となる “農業の技術と知識 ”なのです。
　『日本農業技術検定』は、農業の実践的知識の修得水準を客観的に測定するので、農業　『日本農業技術検定』は、農業の実践的知識の修得水準を客観的に測定するので、農業
従事者や法人関係者など広く農業関係者のスキル修得とその向上に役立つ資格制度です。従事者や法人関係者など広く農業関係者のスキル修得とその向上に役立つ資格制度です。
　本検定の資格を活用して、新たな営農や新規就農、進学・就職にいかしましょう。　本検定の資格を活用して、新たな営農や新規就農、進学・就職にいかしましょう。

日
本
農
業
技
術
検
定
の

日
本
農
業
技
術
検
定
の

資
格
を
い
か
そ
う
！

資
格
を
い
か
そ
う
！

経営手法や技術の修得方法は？

修得に苦労した主な内容は
①基礎的な栽培・飼養技術 77％
②会計・経理・税務 47％
③先進的な栽培・飼養技術 36％
④マーケティング 35％

資料：新規就農者の就農実態に関する調査結果（平成29年３月全国新規就農相談センター）

営農技術の
取得

資金の
確保

農地の
確保

相談窓口
さがし

住宅の
確保

地域の
選択

0％

10％

20％

30％

40％

50％

60％

70％

80％

90％

100％

78.6％78.6％ 77.2％77.2％

47.1％47.1％

19.9％19.9％

5.7％5.7％ 3.7％3.7％

経営開始時の課題経営開始時の課題
（新規自営農業就農者（新規自営農業就農者））

「営農技術の修得」は農業の重要な要素です！

※上位３位までの回答の合計の割合
資料：新規参入者の経営資源の確保に関する調査結果
　　　(平成 31年 3月全国新規就農相談センター )

修得の主な方法は
①自力による勉強 72％
②研修先の農家等の指導 58％
③普及指導センターの指導 27％
④先輩新規参入者からの教え 23％
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●地元に設置されているI・J・Uターン定住・相談窓口　　（注）   定 ＝定住情報、   就 ＝就職相談窓口

地域 団体名  定  就 電話番号 所在地
北海道 北海道移住・交流総合案内窓口  定 011（251）1055 札幌市中央区北1条西7-1　プレスト1・7ビル4階
青森県 青森県企画政策部地域活力振興課移住・交流推進グループ  定 017（734）9174 青森市長島1-1-1
岩手県 岩手県商工労働観光部定住推進・雇用労働室  定 019（629）5588 盛岡市内丸10-1　県庁２階

（公財） ふるさといわて定住財団  就 019（653）8976 盛岡市大通3-2-8　岩手県金属工業会館6階
いわてU・Iターンサポートデスク  就 019（621）1171 盛岡市菜園1-12-18　盛岡菜園センタービル５階ジョブカフェいわて内

宮城県 宮城県震災復興・企画部地域復興支援課移住定住推進班  定 022（211）2454 仙台市青葉区本町3-8-1　県庁６階南側地域復興支援課内
みやぎＩＪＵターン就職支援オフィス（仙台）  就 022（216）5001 仙台市青葉区中央１-2-3　仙台マークワン18階

秋田県 （公財）秋田県ふるさと定住機構  定  就 018（826）1731 秋田市御所野地蔵田3-1-1　秋田テルサ3階
山形県 （一社）ふるさと山形移住・定住推進センター  定 023（687）0777 山形市鉄砲町2-19-68　村山総合支庁３階
福島県 ふるさと福島就職情報センター福島窓口  就 024（525）0047 福島市三河南町1-20　コラッセふくしま2階

福島県地域振興課  定 024（521）8023 福島市杉妻町2-16 
栃木県 栃木県総合政策部地域振興課  定 028（623）2236 宇都宮市塙田1-1-20　県庁内

とちぎジョブモール  就 028（623）3226 宇都宮市駅前通り1-3-1　KDX宇都宮ビル１階
群馬県 群馬県企画部地域政策課  定 027（226）2371 前橋市大手町1-1-1　県庁内

ジョブカフェぐんま  就 027（330）4510 高崎市旭町34-5　旭町ビル３階
静岡県 “ふじのくにに住みかえる”静岡県移住相談センター  定 054（221）2610 静岡市葵区追手町9-6　県庁西館６階静岡県くらし・環境部政策監内
愛知県 愛知県交流居住センター  定  就 052（232）1750 名古屋市中区錦1-11-20　大永ビル５階
新潟県 新潟県U・Iターンコンシェルジュ新潟事務局  定  就 025（374）7410 新潟市中央区上大川前通７番町1230-7　ストークビル鏡橋３階
富山県 富山くらし・しごと支援センター富山オフィス  定  就 076（411）9179 富山市湊入船町9-1とやま自遊館2階富山県人材活躍推進センター内
石川県 いしかわ就職・定住総合サポートセンター  定  就 076（235）4540 金沢市石引4-17-1　石川県本多の森庁舎１階

（公財）いしかわ農業総合支援機構  就 076（225）7621 金沢市鞍月2-20　石川県地場産業振興センター新館４階
福井県 ふるさと福井移住定住促進機構  定  就 0776（43）6295 福井市手寄1-4-1　アオッサ7階
長野県 長野県企画振興部信州暮らし推進課  定 026（233）1794 長野市大字南長野字幅下692-2　県庁内

長野県産業労働部労働雇用課  就 026（235）7118 長野市大字南長野字幅下692-2　県庁内
岐阜県 岐阜県地域振興課  定 058（272）8078 岐阜市藪田南2-1-1　岐阜県庁3階
三重県 おしごと広場みえ  就 059（222）3300 津市羽所町700　アスト津3階

三重県地域連携部地域支援課  定 059（224）2420 津市広明町13
京都府 京の田舎ぐらし・ふるさとセンター  定 075（441）6624 京都市上京区出水通油小路東入ル丁子風呂町104-2　府庁西別館2階

京都ジョブパーク農林水産業コーナー  就 075（682）1800 京都市南区東九条下殿田町70　京都テルサ西館3階
京都ジョブパークＵＩＪターンコーナー  就 075（682）8929 京都市南区東九条下殿田町70　京都テルサ西館3階

兵庫県 ひょうご・しごと情報広場  就 078（360）6216 神戸市中央区東川崎町1-1-3　神戸クリスタルタワー 12階
カムバックひょうごセンター  定  就 078（360）9971 神戸市中央区東川崎町1-1-3　神戸クリスタルタワー 6階

奈良県 奈良県 県・市町村ワンストップ窓口  定 0744（48）3016 橿原市常磐町605-5　総合庁舎3階
和歌山県 和歌山県企画部地域振興局移住定住推進課  定 073（441）2930 和歌山市小松原通1-1

和歌山県ふるさと定住センター  定 0735（78）0005 東牟婁郡古座川町直見212
和歌山県農林大学校就農支援センター  就 0738（23）3488 御坊市塩屋町南塩屋724
わかやま定住サポートセンター  定  就 073（422）6110 和歌山市本町1-22　Wajima本町ビル１階

鳥取県 （公財）ふるさと鳥取県定住機構  定  就 0857（50）0137 鳥取市扇町115-1　鳥取駅前第一生命ビル１階
鳥取県移住定住サポートセンター  定 0120（841）558 鳥取市扇町115-1　鳥取駅前第一生命ビル１階

島根県 （公財）ふるさと島根定住財団  定  就 0852（28）0690 松江市朝日町478-18　松江テルサ3階
岡山県 岡山県中山間・地域振興課  定 086（226）7862 岡山市北区内山下2-4-6　県庁8階

岡山県労働雇用政策課  就 086（226）7599 岡山市北区内山下2-4-6　県庁7階
広島県 広島県地域力創造課  定 082（513）2581 広島市中区基町10-52　県庁南館2階

広島県無料職業紹介所  就 082（513）3422 広島市中区基町10-52　県庁東館3階
山口県 やまぐち暮らし総合支援センター  定  就 083（976）0277 山口市小郡高砂町1-20
徳島県 とくしまジョブステーション  就 088（625）3190 徳島市寺島本町西1-61　徳島駅クレメントプラザ5階
香川県 香川県就職・移住支援センター  定  就 087（802）4800 高松市サンポート2-1　マリタイムプラザ高松２階
愛媛県 愛媛ふるさと暮らし応援センター  定 089（922）4110 松山市宮西1-5-19　愛媛県商工会連合会館3階

ふるさと愛媛Uターンセンター  就 089（913）8686 松山市湊町3-4-6　松山銀天街GET！４階

移移移移移移移移移移移移移移移移移移移移住住住移移移移 活用しよう!! WEB iju info
URL：http://web-iju.info/

I・J・Uターン 業就業相談窓口
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●首都圏にあるＩＪＵターン就職情報等提供・相談窓口　　（注）   農 ＝農業就業情報、   林 ＝林業就業情報、   漁 ＝漁業就業情報、   定 ＝定住情報、   求 ＝地元企業求人情報

地域 団体名  農  林  漁  定  求 電話番号 所在地
北海道 北海道ふるさと移住定住推進センター「どさんこ交流テラス」  農  林  漁  定  求 090（1541）0011 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内
青森県 あおもりUIJターン就職支援センター  求 03（3238）9990 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館７階　青森県東京事務所内

青森暮らしサポートセンター  農  林  漁  定  求 090（6342）6194 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内
岩手県 岩手県U・Iターンセンター  農  定  求 03（3524）8284 東京都中央区銀座5-15-1　南海東京ビル1階 いわて銀河プラザ内

いわて暮らしサポートセンター  農  林  漁  定  求 080（8871）1741 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内
宮城県 みやぎ移住サポートセンター  農  林  漁  定  求 090（1559）4714 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内

みやぎＩＪＵターン就職支援オフィス（東京）  求 03（6734）1344 東京都千代田区大手町2-6-2　パソナグループJOB HUB SQUARE ３階
秋田県 Aターンプラザ秋田  定  求 0120（122）255 東京都千代田区平河町2-6-3都道府県会館7階 秋田県東京事務所内

あきたで暮らそう！Aターンサポートセンター  農  林  漁  定  求 080（9292）5195 東京都千代田区有楽町2-10-1 東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内
秋田県大阪事務所  求 06（6341）7897 大阪市北区梅田1-3-1-900　大阪駅前第1ビル9階

山形県 山形県Uターン情報センター  求 03（5212）8996 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館13階 山形県東京事務所内
やまがたハッピーライフ情報センター  農  林  漁  定  求 03（6269）9533 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内
山形県大阪事務所  農 06（6341）6816 大阪市北区梅田1-3-1-800　大阪駅前ビル第1ビル8階

福島県 福が満開、福しま暮らし情報センター  農  林  漁  定 03（6551）2989 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内
茨城県 いばらき暮らしサポートセンター  農  林  定 080（9552）5333 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内

いばらき移住・就職相談センター  農  林  定  求 03（5212）9088 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館9階 茨城県東京事務所内
栃木県 とちぎ暮らし・しごと支援センター  農  林  定 080（9502）5985 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内
群馬県 ぐんま総合情報センター「ぐんまちゃん家」  農  定  求 03（3571）3086 東京都中央区銀座７丁目10-5　The ORB Luminous 1・2階

ぐんま暮らし支援センター  農  林  定  求 080（8870）2756 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内
埼玉県 住むなら埼玉移住サポートセンター  農  林  定 090（1559）4781 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内

神奈川県 ちょこっと田舎・かながわライフ支援センター  農  漁  定  求 070（4127）5905 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内
山梨県 やまなし暮らし支援センター  農  林  定  求 03（6273）4306 東京都千代田区有楽町2-10-1　ふるさと回帰支援センター内

やまなしＵ・Ｉターン就職情報コーナー大阪  農  林  求 06（6344）5961 大阪市北区梅田1-1-3-2100　大阪駅前第３ビル21階　山梨県大阪事務所内
富山県 富山くらし・しごと支援センター　大手町オフィス  求 0120（108）250 東京都千代田区大手町2-6-2　パソナJOB HUB SQUARE 3階 地方創生ラウンジ内

富山くらし・しごと支援センター　有楽町オフィス  定 080（8870）2456 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内
石川県 いしかわ移住UIターン相談センター  農  林  漁  定  求 03（6734）1497 東京都千代田区大手町2-6-2　パソナグループ本部内

いしかわ移住UIターン相談センター（ILAC東京）  農  林  漁  定  求 090（1541）8786 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内
いしかわ移住UIターン相談センター（ILAC大阪）  農  林  漁  定  求 06（6809）7603 大阪府大阪市北区西天満4-14-3　リゾートトラスト御堂筋ビル２階 石川県大阪事務所内

福井県 ふるさと福井移住定住促進機構　東京オフィス  農  林  漁  定  求 03（6273）4322 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内
ふるさと福井移住定住促進機構　大阪オフィス  農  林  漁  定  求 06（6226）1688 大阪市中央区瓦町2-2-14　福井県大阪事務所内

長野県 長野県移住・交流センター  農  林  定  求 03（6274）6016 東京都中央区銀座5-6-5　NOCOビル４階
信州暮らしサポートデスク  農  林  定  求 080（7735）3992 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内

岐阜県 清流の国ぎふ　移住・交流センター  農  林  定  求 080（7749）3317 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内
三重県 ええとこやんか三重　移住相談センター  農  林  漁  定  求 080（9512）5093 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内
新潟県 にいがたUターン情報センター  農  林  漁  求 03（5771）7713 東京都渋谷区神宮前4-11-7　表参道・新潟館ネスパス2階

新潟県Ｕ・Ｉターンコンシェルジュ　東京事務局  農  林  漁  定  求 03（6734）1358 東京都千代田区大手町2-6-4（株式会社パソナグループ本部内）
にいがた移住支援デスク・ココスムにいがた（表参道オフィス）  農  林  漁  定 03（3479）1415 東京都渋谷区神宮前4-11-7　表参道・新潟館ネスパス2階

●全国の就職情報や関連情報を提供する窓口
地方就職支援コーナー〔地方や農林漁業に関する職業相談、就職紹介、求人情報等の提供（国の機関）〕 03（5419）8609 東京都港区芝5-35-3 
まちむら交流きこう  広報情報センター部〔農林漁業体験の情報提供〕 03（4335）1982 東京都千代田区神田東松下町45　神田金子ビル 5 階
移住・交流推進機構（JOIN） 03（3510）6581 東京都中央区日本橋2-3-4　日本橋プラザビル13階

地域 団体名  定  就 電話番号 所在地
高知県 高知県移住促進・人材確保センター  定 088（823）9336 高知市本町4-1-32　こうち勤労センター５階

〃  就 088（855）7748 〃
福岡県 ふくおかよかとこ移住センター福岡窓口  定  就 092（712）2325 福岡市中央区天神1-4-2　エルガーラオフィス12階（福岡県若者しごとサポートセンター内）
佐賀県 さが移住サポートデスク  定  就 0952（25）7551 佐賀市城内1-1-59　新館１階
長崎県 ながさき移住サポートセンター（長崎本部）  定  就 095（894）3581 長崎市尾上町3-1　県庁舎内4階
熊本県 くまもと移住定住支援センター熊本窓口  定 096（333）2181 熊本市中央区水前寺6-18-1

熊本県ＵＩＪターン就職支援センター熊本窓口  就 0120（827）867 熊本市中央区水道町8-6　朝日生命熊本ビル1階くまジョブ熊本県しごと相談・支援センター内
大分県 おおいた産業人財センター  就 0120（119）201 大分市中央町3-6-11　ガレリア竹町内

おおいた暮らし相談窓口  定 097（506）2038 大分市大手町3-1-1　大分県庁舎本館3階
宮崎県 宮崎ひなた暮らしＵＩＪターンセンター宮崎本部  定  就 0985（27）3685 宮崎市錦町1-10　宮崎グリーンスフィア壱番館「KITEN」3階みやざきJOBパーク＋内
鹿児島県 鹿児島県企画部地域政策課  定 099（286）2424 鹿児島市鴨池新町10-1
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地域 団体名  農  林  漁  定  求 電話番号 所在地
にいがた移住支援デスク・ココスムにいがた（有楽町オフィス）  農  林  漁  定 090（1657）7263 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内

静岡県 静岡U・Iターン就職サポートセンター  農  林  漁  定  求 0800（800）6617 東京都品川区上大崎2-25-2　新目黒東急ビル６階　東海道シグマ東京支店内
“ふじのくにに住みかえる”静岡県移住相談センター  農  林  漁  定  求 03（6206）3858 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内
静岡市移住支援センター  農  林  漁  定  求 080（2125）1591 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内

滋賀県 しがＩＪＵ相談センター  農  林  漁  定  求 090（2730）4793 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内
京都府 京都府移住相談窓口（東京）  定 080（8504）9734 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内

京都府移住相談窓口（大阪）  定 06（4790）3000 大阪市中央区本町橋2-31 シティプラザ大阪１階 大阪ふるさと暮らし情報センター内
兵庫県 カムバックひょうご東京センター  定 03（6262）5995 東京都千代田区大手町2-6-2　パソナグループ本部ビル3階

カムバックひょうごハローワーク  農  林  漁  求 03（6262）6886 東京都千代田区大手町2-6-2　パソナグループ本部ビル3階
奈良県 奈良まほろば館  定 03（3516）3931 東京都中央区日本橋室町1-6-2　日本橋室町162ビル 奈良まほろば館

和歌山県 和歌山県東京事務所  農  林  漁  定  求 03（5212）9057 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館12階 和歌山県東京事務所内
わかやま定住サポートセンター（東京）  定 03（6269）9883 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内
大阪ふるさと暮らし情報センター  定 06（4790）3000 大阪市中央区本町橋2-31 シティプラザ大阪１階 大阪ふるさと暮らし情報センター内

鳥取県 （公財）ふるさと鳥取県定住機構（東京）  農  林  漁  定  求 0120（372）315 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館10階 鳥取県東京本部内
（公財）ふるさと鳥取県定住機構（大阪）  農  林  漁  定  求 0120（928）480 大阪市北区梅田1-1-3-2200　大阪駅前第3ビル22階 鳥取県関西本部内
とっとり暮らしサポートセンター  農  林  漁  定 090（1657）7470 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内

島根県 島根県ふるさと定住・雇用情報コーナー（東京）  農  林  漁  定  求 0120（60）2357 東京都千代田区1-2-2　日比谷シャンテ地下１階 日比谷しまね館内
島根県ふるさと定住・雇用情報コーナー（大阪）  農  林  漁  定  求 0120（70）2357 大阪市北区西天満3-13-18　島根ビル2階 島根県大阪事務所内
島根県ふるさと定住・雇用情報コーナー（広島）  農  林  漁  定  求 082（541）2410 広島市中区立町1-23　ごうぎん広島ビル６階 島根県広島事務所内

岡山県 おかやま就職応援センター東京オフィス  農  林  漁  定  求 03（6280）6951 東京都港区新橋1-11-7　新橋ｾﾝﾀｰﾌ ﾚ゚ｲｽ２階 「とっとり・おかやま新橋館」内
おかやま就職応援センター大阪オフィス  求 06（6131）6390 大阪市中央区今橋3-2-20　洪庵日生ビル２階 岡山県大阪事務所内
おかやま晴れの国ぐらし  農  林  漁  定  求 090（6344）1948 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内

広島県 東京ふるさと就職情報コーナー  求 03（3580）0851 東京都港区虎ノ門1-2-8　虎ノ門琴平タワー 22階 広島県東京事務所内
ひろしま暮らしサポートセンター  農  林  漁  定  求 080（5873）3296 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内
大阪ふるさと就職情報コーナー  求 06（6345）5821 大阪市北区梅田1-3-1-800　大阪駅前第1ビル8階 広島県大阪情報センター内

山口県 やまぐち暮らし東京支援センター  農  林  漁  定  求 03（6273）4887 東京都千代田区有楽町2-10-1　ふるさと回帰支援センター内
やまぐち暮らし大阪支援センター  農  林  漁  定  求 06（6341）0755 大阪市北区梅田2-4-13　阪神産経桜橋ビル2階 山口県大阪営業本部内

徳島県 徳島県東京本部徳島Uターンコーナー  農  求 03（5212）9022 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館14階 徳島県東京事務所内
住んでみんで徳島で！移住相談センター  定 090（7720）7047 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内
徳島県大阪本部徳島Uターンコーナー  農  林 06（6251）3273 大阪市中央区南船場3-9-10　徳島ビル4階 徳島県大阪事務所内

香川県 香川県東京人材Uターン・コーナー  農  林  漁  定  求 03（5212）9100 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館9階 香川県東京事務所内
うどん県・香川暮らし相談コーナー  定 080（2125）1634 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内
香川県大阪人材Uターン・コーナー  農  林  漁  定  求 06（6281）1661 大阪市中央区東心斎橋1-18-24　クロスシティ心斎橋4階

愛媛県 愛媛県東京事務所  農  定  求 03（5212）9071 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館11階
愛媛ふるさと暮らし応援センター  定 080（7749）3244 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内
愛媛県大阪事務所  農  林  漁  定  求 06（6441）2829 大阪市西区江戸堀1-9-1　肥後橋センタービル1階

高知県 移住・交流コンシェルジュ（東京）  農  林  漁  定  求 03（6273）4626 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内
移住・交流コンシェルジュ（東京／月曜のみ）  農  林  漁  定  求 03（3561）8417 東京都中央区銀座1-3-13 The ORB Premiere（高知県アンテナショップ「まるごと高知」地下1階）
高知県移住促進・人材確保センター（東京）  農  林  漁  定  求 03（6206）1707 東京都千代田区内幸町1-3-3　内幸町ダイビル8階 
高知県移住促進・人材確保センター（大阪）  定  求 090（6887）9774 大阪市中央区本町2-6-8　センバセントラルビル1階　高知県大阪事務所内
移住・交流コンシェルジュ（大阪／毎月第４金土曜）  農  林  漁  定  求 088（823）9336 大阪市中央区本町橋2-31　シティプラザ大阪 1階

福岡県 ふくおかよかとこ移住相談センター東京窓口  農  林  漁  定  求 03（6273）4048 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内
佐賀県 さが移住サポートデスク（東京）  農  林  漁  定  求 090（1657）8205 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内
長崎県 ながさき移住サポートセンター  農  林  漁  定  求 080（7735）3852 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内

長崎県大阪事務所  求 06（6341）0012 大阪市北区梅田1-3-1-800　大阪駅前第1ビル8階
熊本県 くまもと移住定住支援センター東京窓口  農  林  漁  定  求 080（2125）1656 東京都千代田区有楽町2-10-1　ふるさと回帰支援センター内

くまもと移住定住支援センター大阪窓口  農  林  漁  定  求 090（9288）0046 大阪市北区梅田1-1-3-2100　大阪駅前第3ビル21階
大分県 大分県東京事務所  農  林  漁  定  求 03（6862）8787 東京都中央区銀座2-2-2　ヒューリック西銀座ビル6階

おおいた暮らし相談窓口  農  林  漁  定  求 080（7731）8944 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内
大分県大阪事務所  農  林  漁  定  求 06（6345）0071 大阪市北区梅田1-1-3-2100　大阪駅前第3ビル21階
大分県福岡事務所  農  林  漁  定  求 092（721）0041 福岡市中央区天神2-14-8　福岡天神センタービル10階

宮崎県 宮崎ひなた暮らしＵＩＪターンセンター（東京支部）  農  林  漁  定  求 03（6273）4200 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館８階　ふるさと回帰支援センター内
宮崎ひなた暮らしＵＩＪターンセンター（大阪支部）  農  林  漁  定  求 06（6348）3835 大阪市北区梅田1-3-1-900　大阪駅前第1ビル9階 
宮崎ひなた暮らしＵＩＪターンセンター（福岡支部）  農  林  漁  定  求 092（724）6234 福岡市中央区天神2-12-1　天神ビル8階　

鹿児島県 鹿児島県ふるさと人材相談室（東京）  農  林  定  求 03（5212）9062 東京都千代田区平河町2-6-3　都道府県会館12階 鹿児島県東京事務所内
かごしま「よかとこ」暮らし支援センター  定 080（7731）7915 東京都千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館　ふるさと回帰支援センター内
鹿児島県ふるさと人材相談室（大阪）  農  定  求 06（6341）5618 大阪市北区梅田1-3-1-900　大阪駅前第1ビル9階11号 鹿児島県大阪事務所内
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都道府県新規就農相談センター

都道府県青年農業者等育成センター 電話番号 都道府県農業会議 電話番号
（公財）北海道農業公社（北海道農業担い手育成センター） 011（271）2255 （一社）北海道農業会議 011（281）6761

（公社）あおもり農林業支援センター 017（773）3131 （一社）青森県農業会議 017（774）8580

（公社）岩手県農業公社 019（623）9390 （一社）岩手県農業会議 019（622）5825

（公社）みやぎ農業振興公社 022（275）9192 （一社）宮城県農業会議 022（275）9164

（公社）秋田県農業公社 018（893）6212 （一社）秋田県農業会議 018（823）2785

（公財）やまがた農業支援センター 023（641）1117 （一社）山形県農業会議 023（622）8716

（公財）福島県農業振興公社（福島県青年農業者等育成センター） 024（521）9848 （一社）福島県農業会議 024（524）1201

（公社）茨城県農林振興公社 029（350）8686 （一社）茨城県農業会議 029（301）1236

（公財）栃木県農業振興公社 028（648）9515 （一社）栃木県農業会議 028（648）7270

（公財）群馬県農業公社 027（251）1220 （一社）群馬県農業会議 027（280）6171

（公社）埼玉県農林公社 048（559）0551 （一社）埼玉県農業会議 048（829）3481

（公社）千葉県園芸協会 043（223）3008 （一社）千葉県農業会議 043（223）4480

（公財）東京都農林水産振興財団 042（528）1357 （一社）東京都農業会議 03（3370）7145

神奈川県立かながわ農業アカデミー 046（238）5274 （一社）神奈川県農業会議 045（201）0895

（公財）山梨県農業振興公社（山梨県就農支援センター） 055（223）5747 （一社）山梨県農業会議 055（228）6811

（一社）岐阜県農畜産公社 058（276）4601 （一社）岐阜県農業会議 058（268）2527

（公社）静岡県農業振興公社 054（250）8991 （一社）静岡県農業会議 054（255）7934

愛知県農業水産局農政部農業経営課 052（954）6409 （一社）愛知県農業会議 052（962）2841

（公財）三重県農林水産支援センター 0598（48）1226 （一社）三重県農業会議 059（213）2022

（公社）新潟県農林公社 025（281）3480 （一社）新潟県農業会議 025（223）2186

（公社）富山県農林水産公社 076（441）7396 （一社）富山県農業会議 076（441）8961

（公財）いしかわ農業総合支援機構 076（225）7621 （一社）石川県農業会議 076（240）0540

（公社）ふくい農林水産支援センター 0776（21）8311 （一社）福井県農業会議 0776（21）8234

（公社）長野県農業担い手育成基金 026（236）3702 （一社）長野県農業会議 026（217）0291

（公財）滋賀県農林漁業担い手育成基金 077（523）5505 （一社）滋賀県農業会議 077（523）2439

農林水産業ジョブカフェ（京都ジョブパーク農林水産業コーナー） 075（682）1800 （一社）京都府農業会議 075（417）6847

大阪府就農相談窓口 06（6210）9596 （一社）大阪府農業会議 06（6941）2701

（公社）ひょうご農林機構（ひょうご就農支援センター） 078（391）1222 兵庫県農業会議 078（391）1222

（公財）なら担い手・農地サポートセンター 0744（21）5020 （一社）奈良県農業会議 0742（27）7419

（公財）和歌山県農業公社 073（433）5547 （一社）和歌山県農業会議 073（432）6114

（公財）鳥取県農業農村担い手育成機構 0857（26）8350 （一社）鳥取県農業会議 0857（26）8371

（公財）しまね農業振興公社 0852（20）2872 （一社）島根県農業会議 0852（22）4471

（公財）岡山県農林漁業担い手育成財団 086（226）7423 （一社）岡山県農業会議 086（234）1093

広島県就農支援課 082（513）3531 （一社）広島県農業会議 082（545）4146

（公財）やまぐち農林振興公社 083（902）6696 （一社）山口県農業会議 083（923）2102

（公財）徳島県農業開発公社 088（624）7247 （一社）徳島県農業会議 088（678）5611

（公財）香川県農地機構 087（831）3211 （一社）香川県農業会議 087（812）0810

（公財）えひめ農林漁業振興機構 089（945）1542 （一社）愛媛県農業会議 089（943）2800

（公財）高知県農業公社 088（823）8618 （一社）高知県農業会議 088（824）8555

（公財）福岡県農業振興推進機構 092（716）8355 （一社）福岡県農業会議 092（711）5070

（公社）佐賀県農業公社 0952（20）1590 （一社）佐賀県農業会議 0952（20）1810

（公財）長崎県農林水産業担い手育成基金 0957（25）0031 （一社）長崎県農業会議 095（822）9647

（公財）熊本県農業公社 096（385）2679 （一社）熊本県農業会議 096（384）3333

（公社）大分県農業農村振興公社 097（535）0400 （一社）大分県農業会議 097（532）4385

（公社）宮崎県農業振興公社 0985（51）2011 （一社）宮崎県農業会議 0985（73）9211

（公社）鹿児島県農業・農村振興協会 099（213）7223 （一社）鹿児島県農業会議 099（286）5815

（公財）沖縄県農業振興公社 098（882）6801 （一社）沖縄県農業会議 098（889）6027

農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農農業業 ●新規就業希望者の相談窓口
　全国新規就農相談センター　〒102-0084  東京都千代田区二番町9-8
　中央労働基準協会ビル2階　（一社）全国農業会議所内
　TEL：03（6910）1133（相談用）　http://www.nca.or.jp/Be-farmer/
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●地域の林業について情報を集める
都道府県 都道府県林業労働力確保支援センター等 電話番号
北海道 北海道森林整備担い手支援センター 011（200）1381

青森県 青森県林業労働力確保支援センター 017（732）5288

岩手県 岩手県林業労働力確保支援センター 019（653）0306

宮城県 宮城県林業労働力確保支援センター 022（217）4307

秋田県 秋田県林業労働力確保支援センター 018（864）0161

山形県 山形県林業労働力確保支援センター 023（666）6348

福島県 福島県林業労働力確保支援センター 024（521）3270

茨城県 茨城県林業労働力確保支援センター 029（225）5949

栃木県 栃木県林業労働力確保支援センター 028（624）3710

群馬県 群馬県林業労働力確保支援センター 027（386）5901

埼玉県 埼玉県林業労働力確保支援センター 0494（25）0291

千葉県 千葉県林業労働力確保支援センター 0438（60）1521

東京都 東京都林業労働力確保支援センター 042（528）0643

神奈川県 神奈川県環境農政局緑政部森林再生課林業振興グループ 045（210）4342

新潟県 新潟県林業労働力確保支援センター 025（285）7712

富山県 富山県林業労働力確保支援センター 076（441）6747

石川県 石川県林業労働力確保支援センター 076（237）0121

福井県 福井県森林整備支援センター 0776（38）0345

山梨県 山梨県林業労働センター 055（242）6667

長野県 長野県林業労働力確保支援センター 026（225）6080

岐阜県 岐阜県林業労働力確保支援センター 0575（33）4011

静岡県 静岡県林業労働力確保支援センター 054（255）4485

愛知県 愛知県林業労働力確保支援センター 052（953）3608

三重県 三重県林業労働力確保支援センター 0598（48）1227

滋賀県 滋賀県林業労働力確保支援センター 077（522）0307

京都府 京都府林業労働力確保支援センター 075（821）9277

大阪府 大阪府林業労働力確保支援センター 06（6685）3101

兵庫県 兵庫県林業労働力確保支援センター 078（361）8010

奈良県 奈良県林業労働力確保支援センター 0744（26）0202

和歌山県 わかやま林業労働力確保支援センター 0739（83）2022

鳥取県 鳥取県林業労働力確保支援センター 0857（28）0123

島根県 島根県林業労働力確保支援センター 0852（32）0253

岡山県 岡山県林業労働力確保支援センター 086（225）9382

広島県 広島県林業労働力確保支援センター 0826（72）7833

山口県 山口県森林整備支援センター 083（932）5286

徳島県 徳島県林業労働力確保支援センター 088（676）2200

香川県 香川県林業労働力確保支援センター 087（861）4353

愛媛県 愛媛県林業労働力確保支援センター 089（934）6153

高知県 高知県林業労働力確保支援センター 0887（57）0366

福岡県 福岡県林業労働力確保支援センター 092（712）1443

佐賀県 佐賀県林業労働力確保支援センター 0952（20）0084

長崎県 長崎県林業労働力確保支援センター 0957（25）0184

熊本県 熊本県林業労働力確保支援センター 096（340）1151

大分県 大分県林業労働力確保支援センター 097（546）3009

宮崎県 宮崎県林業労働力確保支援センター 0985（29）6008

鹿児島県 鹿児島県林業労働力確保支援センター 0995（54）3131

沖縄県 沖縄県林業労働力確保支援センター 098（987）1804

林林林林林林林林林林林林林林林林林業業
●新規就業希望者の相談窓口
　全国森林組合連合会
　〒101-0044　東京都千代田区鍛治町1-9-16 　
　丸石第2ビル6F
　TEL：03（6700）4738
　https://www.nw-mori.or.jp/
　https://www.ringyou.net/

●沿岸漁業

地域 都道府県別相談窓口 電話番号
北海道 北海道漁業就業支援協議会 011（280）3007

東北 青森県漁業協同組合連合会 017（722）4218

岩手県漁業担い手育成基金 019（626）3063

宮城県漁業就業者支援協議会 0225（21）5740

秋田県漁業協同組合 018（845）1311

山形県漁業協同組合 0234（24）5612

関東 茨城県漁業就業支援協議会 029（301）4075

千葉県地域漁業担い手確保・育成支援協議会 043（242）6858

東京都漁業協同組合連合会 03（3458）4161

神奈川県漁業協同組合連合会 045（773）8877

北陸 新潟県漁業協同組合連合会 025（243）3681

富山県地域漁業担い手確保・育成支援協議会 076（441）6115

石川県漁業協同組合 076（234）8815

福井県漁業協同組合連合会 0776（24）1203

中部 静岡県漁業協同組合連合会 054（254）6011

愛知県漁業協同組合連合会 052（971）3501

三重県漁業協同組合連合会 059（228）1205

近畿 大阪府漁業協同組合連合会 072（422）4763

滋賀県漁業協同組合連合会 077（524）2418

京都府漁業協同組合 0773（77）2202

和歌山県漁業協同組合連合会 073（431）5101

兵庫県漁業協同組合連合会 078（940）8013

中国 鳥取県漁業協同組合 0857（28）0111

漁業協同組合 JF しまね 0852（21）0001

島根県漁業担い手確保・育成支援協議会 08514（2）1832

岡山県漁業協同組合連合会 086（262）4443

広島県新規漁業就業者支援協議会 082（278）5588

山口県漁業協同組合 083（261）6612

四国 徳島県漁業協同組合連合会 088（636）0513

香川県漁業協同組合連合会 087（825）0351

えひめ漁業担い手確保促進協議会 089（933）5115

高知県漁業就業支援センター 088（824）0379

九州 福岡県水産団体指導協議会 092（713）1162
佐賀県漁業就業者支援協議会 0955（58）8015

長崎県漁業協同組合連合会 095（829）2413

熊本県漁業就業支援協議会 096（329）8800

大分県漁業協同組合 097（532）6611

宮崎県漁村活性化推進機構 0985（75）0022

鹿児島県漁業協同組合連合会 099（813）0026

沖縄県地域漁業担い手確保・育成支援協議会 098（860）2600

●沖合・遠洋漁業
（一社）全国漁業就業者確保育成センター 03（5545）1617

漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁漁業業
●新規就業希望者の相談窓口
　一般社団法人　全国漁業就業者確保育成センター
　〒107-0052　東京都港区赤坂1-9-13　
　三会堂ビル
　TEL：03（5545）1617
　http://www.ryoushi.jp/
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発行人／稲垣 照哉
編集人／守屋 洋
発行／全国農業委員会ネットワーク機構
　　　（一社）全国農業会議所
　　　〒 102-0084　東京都千代田区二番町 9-8
協力／都道府県農業会議（都道府県農業委員会ネットワーク機構）
印刷・編集協力／株式会社丸井工文社
iju info は全国農業会議所の登録商標です。

　「iju info」は夏・冬の年２回発行しています。
　本誌は、お申し込み頂いた方に無料で送付いたします。
　送付を希望される方は、メール、FAX もしくは郵送でのお申し込み
を受け付けています。郵便番号、住所、氏名、電話番号をご記入の
うえ、下記まで送付ください。
　ご登録頂いた個人情報は、「iju info」の送付以外には使用いた
しません。また、個人情報保護法に基づき、発行所である（一社）
全国農業会議所が定める個人情報保護規定により適正に運用いた
します。

iju info に関するお問い合わせ
（一社）全国農業会議所
〒 102-0084 東京都千代田区二番町 9-8
TEL：03-6910-1131
mail：iju-info@nca.or.jp

送付のご案内

from Editor
相談できる人を見つけよう
　未経験の仕事にいきなり挑戦するのは勇気がいるものだ。それはもちろん、
農業・林業・漁業であっても同じこと。右も左もわからない状況では、さまざまな
不安に悩まされることになるだろう。そんな感情を払拭するための手っ取り早い解
決策は、知識を身につけることだ。将来の自分の姿が具体的に思い描けるくらい、
移住後の仕事に理解を深めることができれば、自然と自信につながるはずだ。そ
のためには、経験豊富な先輩に相談できる環境を持つことが大切。そのほうが
効率的だし、自分に足りないものを色 と々アドバイスしてくれる。失敗するリスクを
できる限りなく下げるために、まずはだれかに相談しよう。【編集部】

全国農業会議所とは？
　一般社団法人全国農業会議所は、市町村に設置されている農業委
員会、都道府県の農業会議と併せて構成される農業委員会系統組織
のナショナルセンターです。農業委員会等に関する法律に位置付け
られた許認可法人として、1954（昭和 29）年 11 月 11 日に設立
されました。
　その後、60 余年を経て、同法の改正に基づき、2016（平成 28）
年 4 月 1 日付けで「一般社団法人全国農業会議所」に組織変更を
行いました。
　組織変更に当たっても、広く農業者の立場を代表する組織として
の性格は変わりません。3 段階の組織を通じて、農業者や地域の声
を結集し、農地・経営対策などを積極的に推進することで、農業・
農村の発展と農業者の経営確立、さらに社会・経済の発展をめざし
ています。
　農業委員会組織は 1987 年度から農業内外の新規就農希望者の
相談活動に取り組んできました。その就農相談の窓口として、農林
水産省の支援を受け、全国農業会議所内に全国新規就農相談セン
ター、都道府県農業会議内に都道府県新規就農相談センター（都道
府県青年農業者等育成センターと共同窓口）を設置しています。

無料
Free
Magazine

https://web-iju.info/
No.372020

秋 号

広告掲載募集中！
「iju info」は、広告ご出稿者様を広く募集しています。
配布先は、地方自治体や大学、ハローワークなど、全国
4,000 カ所以上！新規就農希望者をはじめ、多くの農林
漁業関係者に読まれているフリーマガジンです。

　【発行部数】70,000 部
　【発 行 日】年２回（７月上旬・12 月上旬）
　【  体  裁  】Ａ４判、カラー／モノクロ
　【販売価格】無料
　【発行目的】 ①次世代の農林漁業を担う人材の確保　②都市

と農山漁村の共生・対流　③地域活性化

広告料金
色 スペース サイズ（㎜） 広告料金（税込）

カラー
1 ページ W200 × H287 880,000 円
1/2 ページ W188 × H130.5 440,000 円
1/4 ページ W92 × H130.5 220,000 円

モノクロ
1 ページ W200 × H287 550,000 円
1/2 ページ W188 × H130.5 275,000 円
1/4 ページ W92 × H130.5 137,500 円

ホームページバナー料金
掲載期間 サイズ（ピクセル） 広告料金（税込）
１か月 W188 × H48 16,500 円
6 か月 W188 × H48 88,000 円

誌面掲載例

ポイント.1 　配布先は 4,000 カ所以上！
ポイント. 2 　 「新・農業人フェア」をはじめとしたフェアの資料に封入します！
ポイント. 3 　 ご要望に応じて当会で原稿作成することも可能です！

　　　　 　 「こんなイメージの広告にしたい」などお気軽にご相談ください。

①純広告 ②タイアップ広告 ③バナー広告（ホームページ）

●お問い合わせ先
　TEL：03（6910）1131 ／ mail：iju-info@nca.or.jp

iju info
概要



相談時間
月～金曜日（祝日を除く） ９：３０～２０：３０

相談予約申込み先 【大分県企画振興部おおいた創生推進課】
申込みURL：https://www.egov-oita.pref.oita.jp/bGkcS2Fg

お問合先 【大分県農林水産部新規就業・経営体支援課】
電話番号：097-506-3586 E-mail：a15270@pref.oita.lg.jp
ＷＥＢサイト：大分県農林水産業就業支援ポータルサイト「おおいたで働こう」

【 】で農林水産業をはじめよう♪

夜も受け付けています！

オンライン就農・就業相談
全国から随時受付中!!

大分 農林水産ポータル
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